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2018 年度の事業報告書 

 

2018 年 4 月 1 日から 2019 年 3 月 31 日まで 

 

特定非営利活動法人 茨城 NPO センター・コモンズ 

 
会員の皆様、支援者の皆様、事業でお世話になった皆様、昨年度も大変お世話になりました。茨城 NPO

センター・コモンズは昨年設立 20 周年を迎え、新たに下記のビジョンやミッションなどのもと、活動を
進めて参りました。 
 

今後も大切
にしたい価値
（バリュー） 

- セーフティネット（制度外福祉）の充実 

- ダイバーシティ（多様性） 

- ソーシャル・インクルージョン（社会的包摂） 

- 市民社会 

- ネットワーク型社会 

目指す社会
像（ビジョン） 

様々な課題当事者が社会的に包摂され、多様性が尊重され、人や組織がつながり共に行動する市民社会 

10 年 後
（2028 年）に
達成する中期
的目標（オブ
ジェクティブ） 

県内5地域（県北、県央、県南、県西、鹿行）において、以下のセーフティネットを生みだします。 

 

- 誰もが来られる居場所 

- 組織連携によるワンストップのよろず相談

場所 

- フードバンクによる食のセーフティネット 

- ジョブトレーナーによる中間的就労 

- 多文化共生地代にふさわしい保育、教育、キャリア支援

機関 

- 空き家を活用した一時入居できるシェルター 

- 災害時に対応できる福祉ネットワーク 

社 会 的 な  
役割 
（ミッション） 

セーフティネットづくりに取り組む活動を支え、ネットワーク化し、または自ら取り組んで、その芽を育てる

こと、また地域における民間非営利団体の活動基盤の充実を図ること 

対象 
 

事業の柱 

ひきこもりがち
な市民 

子ども 外国人 被災者 高齢者 障がい者 

上記の市民を支える、地域社会の団体 

① セーフティ
ネットのイ
ン キ ュ ベ
ーション1 

グッジョブセン

ターみとやいば

らき若者サポー

トステーション

による就労支援 

コモンズ・グローバルセンタ

ーによる多文化保育や学童

保育、学習支援、キャリア支

援の実施 

たすけあいセンター「JUNTOS」 

による居場所づくり、移動支援 

一 般 社団法人 

グローバルセン

ター・コモンズ

による就労支援

のモデルづくり 

② ネットワー
ク化 

地域を構成する

多様な組織の連

携の機会づくり 

子ども食堂

や無料塾の

ネットワー

ク化支援 

教 育 機 関 を  

つ な ぐ 地 域  

円 卓 会 議 の  

実施 

災害時の特殊ニーズ

に対応するための、 

福祉団体のネットワ

ーク化 

自治体や NPO

な ど に よ る  

生活支援体制

整備の支援 

福祉避難所づく

りを通じた障が

い者支援団体の

ネットワーク化 

③ 担い手の
育成 

ジョブトレーナ

ーの育成、親の

会やひきこもり

支援に関わる団

体の運営支援 

子ども食堂

や無料塾の

運営支援 

外国人による

当事者組織や

常 総 市 国 際  

交 流 協 会 の  

設立支援 

防災訓練や常総の  

水害の経験を活かし

たワークショップの

実施 

茨城NPO事務支援センター 

によるNPOなどへの会計支援 

④ 活動資源
の仲介 

いばらき未来基金による 

NPOなどへの助成と伴走支援 

JUNTOS 募金やホー

プ募金（いばらき未来

基金内の被災者支援

活動のための基金） 

遺贈寄付 

の推進 

い ば らき未来 

基 金 に よ る

NPO などへの

助成と伴走支援 

                                                   
1 インキュベーションとは、培養、起業支援を意味します。つまり、まだ地域課題解決の担い手が少ない分野にコモンズ

が直接関わり、モデル的事業に取り組みますが、その事業を通じて担い手、財源、情報、ネットワークなどの活動資源が

充実した段階で、コモンズから分離・独立させ、その後は側面的、間接的にその活動をコモンズがサポートします。コモ

ンズが永続的にその活動を自前で行わない、ということを意味します。これまでの 20 年間を振り返っても、パソボラ茨

城、とらい、茨城福祉移動サービス団体連絡会、フードバンク茨城、ふうあいねっと、グローバルセンター・コモンズな

ど、インキュベーションによってコモンズが生み出してきたセーフティネットづくりに関わる団体は多くあります。 
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また、昨年度総会で決定された事業計画では、上記のミッションのため、次の事業方針を掲げました。 

 

 2017 年度事業方針（抜粋）  

 

 

首都直下地震や豪雨災害のリスクが高まる中で、 

市民自らが防災に取り組むことが必要です。常総

での様々な分野の実験を前に進めるだけでなく、

その実践を他地域でも取り組めるように広めつつ、

寄付も募る。人が直に交わる中で、いざという時

に助け合えるネットワークをつくる。支え合い、

学び合う人のつながりをつくっていきましょう。

 

事業部門名 活動方針 

セーフテ

ィネット

のインキ

ュベーシ

ョン事業 

水 

 

戸 

 いばらき若者サポートステーション事業において、若年無業者等の若者が充実した職

業生活を送り、我が国の将来を支える人材となるよう、職業的自立支援を行います。 

 生活困窮者を支えるため、支援組織が連携しやすい体制づくり、コーディネート人材

をつくります。 

 就労支援のモデル事業として「グッジョブセンターみと」の運営と、企業開拓の拡大

を図ります。 

 グッジョブセンターみと、いばらき若者サポートステーションとよりそいホットライ

ンにおいて、事業間連携をしっかり取り、各事業の更なる効果的な運営を目指します。 

常

総 

水害被災者

支援と地域

の心の復興、

防災に関す

る取り組み 

 診療所と大きな家を「えんがわハウス」として再生します 

 外出支援、生活支援、生きがいづくりを通じて、新たなコミュニティをつくります 

 常総の経験を活かした防災、多様性に配慮した避難所づくりを実践し、全国に広めま

す 

 全国の被災地と連携した中長期的な被災者支援、被災地の復興に関する提言活動 

外国籍住民

の定住支援

ならびに子

どものキャ

リア支援の

取り組み 

 「はじめの一歩保育園」で保育ニーズに応えつつ、バイリンガル保育スタッフを増や

す 

 「アフタースクール」を拡充した学童保育の立ち上げと、年間を通じたプレスクール

等の実施 

 「外国ルーツの子のキャリア円卓会議」を通じた教育委員会、学校、事業所の連携を

促進 

 移住した外国人が地域の一員になれるようにするための情報提供と交流の機会を増

やす 

ネットワーク化事業 

 次世代のセーフティネットづくりに取り組む担い手同士をつなぎます。 

 高齢福祉や空き家活用、被災者支援などのテーマで、地域を構成する様々な組織同士

をネットワーク化し、持続可能な地域づくりにつなげます。 

担い手の育成事業 
 茨城 NPO事務支援センターによる会計支援などを拡充することによって、セーフテ

ィネットづくりに取り組む担い手の組織基盤強化と信頼性向上につなげます。 

活動資源の仲介事業 
 遺贈寄付の推進や、空き家など遊休不動産活用といった、少子高齢社会における茨城

の市民コミュニティ基金としての活動の基盤を整備します。 

 

これらが 2018 年度にどれくらい達成できたか、またどのような事業を行ったのか報告致します。 
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◇ なぜ「グッジョブセンターみと」事業に取り組んだのか 

 これまで、県内の自治体では就労支援の出口がほとんどなく、つなぎ先も乏しいのが現状でした。し

かしながら、平成 27 年 4 月に「生活困窮者自立支援法」が施行され、就労準備支援事業への取り組みが

明記されたこともあり、就労困難者の就労が進むと期待されました。しかしながら、任意事業であった

ためか県内各市の取り組みは進みませんでした。 

法律は整備されたが制度が進まない現状をみて、コモンズでは制度外福祉事業として「グッジョブセ

ンターみと」を平成 28 年 4 月に立ち上げました。 

相談にも行けず、生活保護も受けられず、また、ハローワークにも行けない人々の相談に対応するた

めには、「相談⇒居場所への参加⇒就労体験⇒就労」といった具合に、段階的な取り組みが必要になりま

す。「グッジョブセンターみと」は、ひきこもり者の居場所であり、たまり場であり、就労体験ができる

場です。就労困難な若者を地域の働き手に変えるための事業に取り組んでいます。 

 

◇事業の方向性 

グッジョブセンターみとの利用者は、不登校やひきこもりなどで、仕事に対して未経験やブランクが

長いため、働くことに大きな不安を抱えています。グッジョブでは、こうした利用者が、仕事や人生に

再チャレンジするための道筋と仲介の仕組みをつくりました。就労体験を経て一般就労に結びつくなど

の成果が出ております。 

私たちは、就労体験を経験した利用者の顔や姿が生き生きと変化し、就職に近づいていくのを肌で感

じることができます。利用者のこのような変化を絶やさないためにも、就労体験は欠かせません。今後

は、就労体験の場を提供してくださる企業の確保、就労体験を支えるジョブトレーナーの確保、就労体

験をする訓練生の確保が必要と考えております。平成 30 年度の就労体験先は次のとおりです。 

 

①いばらきコープ生活協同組合コープデリ水戸センター内における” 印刷等業務”  

（平成 28 年 8 月から現在まで継続） 

ジョブトレーナーと訓練生の 2人 1チーム。毎週金曜日に 4 時間、生協の組合員に配るチラシ約 16,000

枚の印刷や 3 つ折りにする作業などを行っています。訓練生の就労体験の期間は約 2 か月で、就労体験

の入門編として欠かせない就労体験先です。 

 

②東海村社会福祉協議会が管理する東海村総合福祉センター「絆」の” 清掃業務”  

（平成 30 年 4 月から現在まで継続） 

ジョブトレーナーと訓練生 2 人の 3 人 1 チーム。毎週月曜日から土曜日まで、A シフト（5.5 時間）、

B シフト（4 時間）、C シフト（3 時間）の体制で、施設内の清掃を行っています。訓練生の中からジョ

ブトレーナーになる人も出ており、訓練生にとって励みになっています。 

 

③いばらきコープ生活協同組合 コープデリ水戸センター内における” 荷積み作業”  

（平成 30 年 8 月から現在まで継続） 

2018 年度の活動方針①-1：セーフティネットのインキュベーション事業 

 生活困窮者を支えるため、支援組織が連携しやすい体制づくり、コーディネート人材をつくります。 

 就労支援のモデル事業として「グッジョブセンターみと」の運営と、企業開拓の拡大を図ります。 

 グッジョブセンターみと、いばらき若者サポートステーションとよりそいホットラインにおいて、  

事業間連携をしっかり取り、各事業の更なる効果的な運営を目指します。 
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ジョブトレーナーと訓練生 2 人の 3 人 1 チーム。毎週月曜日から金曜日まで（祝日、年末を含む）、午

前 8 時から 10 時までの 2 時間、トラックに荷物を運び入れる作業をしています。午前 9 時 30 分に出発

するトラックに間に合うよう、作業のスピードが求められています。 

 

◇得られた成果 

①「平成 30 年度ひきこもり居場所づくり普及推進事業」を受託 

「グッジョブセンターみと」の活動経験から、茨城県の委託事業「平成 30 年度ひきこもり居場所づく

り普及推進事業の受託につながりました。研修内容等は下記のとおりです。 

・茨城県ひきこもり者支援団体認定証交付団体 8 団体 

 年 月 日 場 所 参加団体 

県南 1 回 平成 31 年 1 月 29 日（火） 土浦市亀城プラザ 7 団体 

2 回 平成 31 年 2 月  3 日（日） 〃 9 団体 

県北 1 回 平成 31 年 1 月 31 日（木） 茨城県立健康プラザ 11 団体 

2 回 平成 31 年 2 月  7 日（日） 〃 8 団体 

 ＜研修内容＞ 

  1回目(共通) ①開校式 ②ひきこもり者の支援に求められること ③ひきこもり者が抱える問題課

題について ④精神障害者の理解と対応について ⑤居場所をどう維持するか  

2 回目(共通) ①当事者支援・家族支援から学ぶ ②居場所運営者から学ぶ  

   ③ひきこもり当事者から学ぶ「こんな居場所があったらいいな」 

   

② 「グッジョブセンターみと」の登録者や来所者が増加 

特に、来所者が昨年度 467 人から今年度 1,457 人と大幅に増加しました。これは、コモンズで受託し

た、いばらき若者サポートセンター「サポステ」の登録者の中で、人間の関係性をつくりたいなど希望

する人々がグッジョブに紹介されてくるケースもあったことも理由のひとつと考えられます。 

年 度 期 間 新規登録者 来所者 就労体験 就職者 ワーク 

平成27年度（28/1〜3 ） ３カ月 18 63 0 9 22 

平成 28 年度 １２カ月 44 254 79 4 95 

平成 29 年度 １２カ月 93 467 170 13 191 

平成 30 年度       １２カ月 96 1457 1494 29 133 

合計   251 2241 1743 55 441 

平成 30 年度 １カ月当たり 8 122 124.5 2.4  11 

 

③ 就職者が、昨年度 13 人から今年度 29 人に増加 

これは、就労体験者が昨年の 170 人から今年度 1,494 に大幅に増加したことで、就職につながったと

考えられ、就労体験の効果と考えております。 

グッジョブセンターみと  就職者数                                  （単位: 人） 

登録年度（平成） 28/1～3 28 年度 29 年度 30 年度 合 計 

正社員 0 2 2 1 5 

パート・アルバイト 9 2 11 28 50 

計 9 4 13 29 55 
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◇ 今後の展望 

① ひきこもり者の発見（発掘）と「グッジョブセンターみと」の周知 

 平成 31 年度は、いばらき若者サポートセンター「サポステ」が受託できなかったことから、グッジョ

ブ登録者の減少を懸念しております。就労体験から就労につながるなどひきこもり者の社会参画や就労

には就労体験事業は欠かせません。市町村などの関係機関などと連携しながら、ひきこもり者の発見（掘

り起し）に努めます。 

 

② アウトリーチ（出張相談）の実施 

 ひきこもり者の中には「家から外に出られない」という人もいます。また、相談内容によっては、時

間や期間がかかります。そのため、県内のあちらこちらに住む人に（仮称）よりそいサポーター登録を

していただき、地域のひきこもり者など「困りごと」を抱える人の支援ができる体制を整えることがで

きれば、と考えております。 

 

③ 様々な行事（体験）の実施 

ひきこもり者の中には，家庭の事情などで修学旅行や海・山，美術館などに行ったことがない人もお

り，こういった経験がないことが，人との関係を避ける要因にもなっています。生活訓練やハイキング、

美術館鑑賞など，いろいろな行事を実施し，対人関係の改善につなげたいと考えています。この事業は

利用者が中心となってボランティアが支えます。 

 

④ ひきこもり者の支援を行う、（仮称）よそいサポーターの養成 

ひきこもり者の支援のためには、"地域みんなで支える"といった相互扶助のかたちも必要です。ひき

こもりをはじめ困りごとを抱えている人がいたら、その解決は、地域住民、地域をよく知る団体、地域

の企業、行政の担当者からなる（仮称）よりそいサポーターが行います。電話相談をはじめ、福祉の窓

口に同行したり、就労体験を一緒にしてくれるなどのサポーターを養成したいと考えております。 

 

◇ 最終的な「グッジョブセンターみと」の目標 

 生活困窮者自立支援法の就労準備支援事業に取り組んでいる行政はごくわずかです。コモンズでは、

平成 30 年 2 月 15 日に「茨城に中間的就労を根付かせるためその可能性を考えるフォーラム」を開催し、

就労準備支援や中間的就労の必要性などについて県内の行政職員や当事者を含めた約 100 人の参加者で

議論しました。 

 ひきこもり者などの社会参画を目指すためには、各地域に（仮称）よりそいサポーターを養成し、そ

の中から、県内数か所にグッジョブのようなジョブトレーナー付の就労体験ができる団体ができるよう、

活動を進めることが必要だと考えています。 

また、平成 30 年度から就労準備事業が努力義務になったことから、令和 2 年度は県内各市において就

労準備事業の取り組みが進むと思われます。コモンズで今年度受託した、「茨城県就準備支援事業」や平

成 28年 1月からコモンズが独自で制度外福祉事業として取り組んでいるジョブトレーナー付就労体験の

実績をアピールし受託を目指します。 
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地域若者サポートステーション事業において、若年無業者等の若者が充実した職業生活を送り、我が

国の将来を支える人材となるよう、職業的自立に向けた支援を行った。 

 

事業名 支援対象 事業名と事業内容 
主な 

協力組織 

いばらき

若者サポ

ートステ

ーション

（通称：サ

ポステ） 

15～39歳

で無業状

態にある

方及びそ

の家族 

多様な課題を抱えた利用者に対し柔軟性のある「オーダーメイド

型」の支援メニューを用いながら、利用者の立場にたった支援で、

利用者満足度 100％を獲得することができました。 

 

＜2018 年度実績＞ 

・新規登録者数：60 人 

・就職者数：47 人 ※20 時間未満の就職者を含む 

・その他進路決定者数：5 人 

・相談件数：1,331 件 

・セミナー参加者数：682 人 

 

＜利用者からのコメント＞ 

・なかなか行動を起こす力が湧かない中で、少しずつ自分にあっ

たペースで、親身に相談にのって頂き、段々と社会復帰していけ

るようになりました。一年前の自分だったら、今の自分の状態が

想像もできませんでした。 

・自分の希望する職種について、就職までの道筋をつけて頂きま

した。年齢や今までの職歴を考えると、正社員は厳しいと決めつ

けていましたが、支援員はそんな考えでいる自分を否定せず、が

んばれるようサポートしてくれました。 

・自分の進む道がまるでわからなかったが、相談の中で興味のあ

るもの・合っていそうなものを一緒に探してくれたことが、大き

な助けになりました。 

・サポステを利用したことで、自分に自信を持って行動できるよ

うになりました。 

・自分の悩みを丁寧にじっくり聞いてくださり、色々な制度につ

いても教えて頂けたので、助かりました。 

・職場体験では、実際に仕事を体験し理解を深めることができま

した。色々な種類のセミナーや個別相談など、密度の濃いサポー

トで就職にこぎつけることができました。 

公共職業

安定所、

地方自治

体等の関

係機関 

 

2018 年度の活動方針①-2：セーフティネットのインキュベーション事業 

 いばらき若者サポートステーション事業において、若年無業者等の若者が充実した職業生活を送り、

我が国の将来を支える人材となるよう、職業的自立支援を行います。 
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常総のたすけあいセンター「JUNTOS」の活動報告 

 

平成 27 年 9 月関東・東北豪雨による水害からの

地域の復興を目指して立ち上げた被災者支援プロ

ジェクト「JUNTOS」の活動も 4 年目を迎えた。

水害による住宅再建を断念する被災者が多く、  

人口減少と空き家の増大が常総市の大きな課題で

ある。 

人が戻って来られる地域にするには、次の災害

に備える自主防災と、困った時に助け合える安心

なコミュニティづくりが必要になると考え、この

2 つを柱に活動を行った。 

 

 

1. 安心して暮らせる地域にするための自主防災の取り組み 

 1）逃げ遅れを防ぐための「誰もが行ける避難所」の整備 

 ・水海道中学校や鹿島特別支援学校で、共助型福祉避難所の開設訓練を実施し、キットを開発。 

 ・共助型福祉避難所の検討会や、災害時要配慮者の個別支援に関する研修会を開催。 

 2）防災に関する研修への講師派遣、視察受け入れ。 

 3）災害に関する情報発信 

 ・七月の西日本豪雨の際、昨年度作成した『豪雨災害に備えるガイドブック』をウェブ上で公開。 

 ・水害後 3 年間、森下町橋本町と取り組んだ自主防災の活動をまとめた冊子を発行。 

 4）被災地間交流と相互支援 

 ・岡山県倉敷市真備町、笠岡市、広島県呉市、福岡県朝倉市で復興支援に取り組む方々に常総の経験

を伝えるための現地訪問を行った。 

 

2. 旧片野外科胃腸科医院と住宅を「えんがわハウス」として再生する取り組み 

 1）住宅棟と母屋での交流・助け合い活動の開始 

 ・住宅棟では 4 月から平日毎日「はじめのいっぽ保育園」を運営した。 

 ・母屋 2 階では 6 月から平日毎日学童保育を開始、3 学期にはプレスクールも実施。 

 ・母屋 1 階では、落語会、クリスマス会、餅つきなど住民が交流できるイベントを行ったほか、診療

所改修プランに関する要望を聞く内覧会も行った。 

 2）ボランティアによる住宅の改修、片付けを継続 

 3）助け合い組織立ち上げのための視察や学習会の開催 

 ・えんがわハウスを住民主体で運営できるようにするため、住民有志でパルシステム茨城 栃木の日立

館やひたちなか市の NPO が運営する店舗を視察した。 

 ・子ども、高齢者などが混ざる「共生ケア」について常総市役所の担当課と検討会を行ったほか、      

神奈川県、東京都、富山県、石川県、福岡県、熊本県の施設視察を行った。 

 ・買い物や通院をサポートする JUNTOS 移動支援もボランティアの協力により継続した。 
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◇ 取り組んだ地域の課題 

茨城県常総市は、人口 63,366 人の約 8％を外国人住民が占めており（平成 31 年 4 月 1 日現在）、市内

小中高校には外国につながる子どもが多く在籍するほか、外国人学校から公立校へ移る子どもや、新規

来日する子どもも増えています。また、その子どもたちの保護者も、言葉の壁から工場で働く方が多く、

職の選択肢が限られている状況にあります。外国につながる子どもたちとその保護者、子どもたちが通

う学校等と連携し、より多くの関係者と彼らの教育環境向上を目指し、また、保護者等の就労機会拡大

に取り組むために 2018 年度は、常総市委託事業による CLAIR 助成金、民間助成金（トヨタ財団）をい

ただき、自主事業として就学支援を行いました。 

    

◇ 事業の方向性 

2018 年度は、常総復興拠点として改修された「えんがわハウス」を拠点として常総の子どもたちの待

機児童解消および学習環境向上、外国人住民の人材育成に向けて取り組みました。 

2018 年度は、昨年度に続きアフタースクール、高校進学ガイダンス、教員情報交換会、プレスクール、通

訳派遣、個別相談対応などを行いました。 

新たな事業としては、多文化保育園「はじめのいっぽ保育園」を開所したほか、外国につながる小学生や不

就学児童を対象とした学童保育「はじめのいっぽアカデミア」を運営するなど、常総市に住む子どもの保育・

教育の機会向上に向けて活動しました。なお、「はじめのいっぽ保育園」には、4 名の外国籍スタッフを迎え、

保育人材の育成にも努めてきました。 

また、常総市と協働で「在住外国人への定住化支援事業」に従事し、外国人の生活相談にのるピアサポータ

ーの養成を行い、常総市で暮らすために役立つ情報をまとめた『外国人のための生活ガイドブック』（全 7 言

語）を作成・発行しました。 

 

◇ 得られた成果と今後の課題 

 多文化保育園「はじめのいっぽ保育園」 

【成果】1 年間でブラジル、フィリピン、ネパール、日本など、計 15 名以上の多様なルーツを持つ

園児に通園していただくことができました。保育園では、ブラジル、フィリピン料理といった多国

籍料理を提供したほか、各国のお祭りなど多文化保育園としての役割を果たすために様々な行事を

行いました。このように自分たちのルーツを大切にしながら、日本社会・日本文化への適応に向け

て取り組むことができました。また、外国籍スタッフの保育の専門性を高めるため、3 名が子育て支

援員研修に参加し、保育の充実に向けて技術・能力を究めることができました。 

【課題】 

・外国にルーツを持つ園児、保護者にとっては通訳付きの保育園で、とても安心感があり預けやす

いとの声がある一方で、日本人（国籍）家庭の利用は少なく、子ども、親同士の多文化交流が少な

い傾向にあります。周知活動等をさらに行い、外国人家庭と日本人家庭の交流も深めていくことが

課題です。 

・認可外保育園のために保育料が高額で保護者から負担が重いとの意見があります。経済的な負担

2018 年度の活動方針①-3：外国籍住民の定住支援ならびに子どものキャリア支援の取り組み 

 「はじめの一歩保育園」で保育ニーズに応えつつ、バイリンガル保育スタッフを増やす 

 「アフタースクール」を拡充した学童保育の立ち上げと、年間を通じたプレスクール等の実施 

 「外国ルーツの子のキャリア円卓会議」を通じた教育委員会、学校、事業所の連携を促進 

 移住した外国人が地域の一員になれるようにするための情報提供と交流の機会を増やす 
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を軽くできるよう認可申請をするなど対策を講じます。 

 

 学童保育「はじめのいっぽアカデミア」（学習支援・不登校支援：月曜日から金曜日） 

【成果】常総市内の公立小学校に通う児童への日本語指導を行うとともに、常総市の課題解決に向

けて社会科見学（ごみ処理場見学）等を行いました。また、不登校の児童に対して居場所を提供し、

小学生とともに活動することで、昨年度は 1 名の児童が小学校に登校できるようになりました。 

【課題】 

・スタッフの日本語教師としての能力を向上させるために、日本語教育の研修等に参加します。 

・小学校と連携して、在籍児童の学習能力を把握し、適切な日本語指導ができるよう連絡を密にし

ます。 

 外国人親子向け高校進学ガイダンス 

【成果】常総市教育委員会や他市教育委員会、地域の小中学校・県立高校と連携しながら、常総市

を含む県内 3 市（常総、神栖、土浦）で高校進学ガイダンスを実施し、外国人住民に高校進学に関

する情報を届けることができました。 

【課題】昨年度は、3 地域のみの実施だったため、今年度は他地域でも実施していきます。 

 在住外国人への定住化支援事業 

【成果】ピアサポーター養成により、外国籍住民の困りごと（税金、年金、医療、福祉など）につ

いて多言語で対応できる体制を整えることができました。また、『外国人のための生活ガイドブック』

の発行により、常総市での暮らしの中で必要な情報を提供することができるようになりました。 

【課題】ピアサポーターが活動するための財源の確保が課題となっています。ピアサポーターへ依

頼があった場合の移動費や謝金等、ピアサポーターが活躍し、周知されるために今後の活動費につ

いての検討が必要です。 

 アフタースクール（小中学生向け学習支援：毎週土曜日） 

【成果】来日直後の子ども、受験生を対象にボランティアベースで活動を実施。受験生 2 名の高校

進学が決定しました。また、参加しているボランティアも主体となって活動に参加することで、ア

フタースクールの在り方や児童生徒の指導方法を一緒に考え、学習支援の質の向上に努めることが

できました。 

【課題】毎週参加するボランティアおよび児童生徒に偏りがあるため、ボランティアと児童生徒の

参加人数を増やし、毎週お互いに学びがあるような環境を整備していく必要があります。そのため

に、ボランティアへの交通費支給の検討、各学校への周知活動、教材の充実を行っていきます。 

 プレスクール（全 10 回） 

【成果】小学校就学前の外国にルーツをもつ園児を対象にプレスクールを実施しました。子ども達

には学校で使う日本語や学校生活について学んでもらい、保護者には書類の記入方法や入学準備、

日本特有のルール等を伝える説明会を実施し、参加者の学校生活への早期適応に貢献しました。 

【課題】 

・日本語初期指導に加え、子どもの家庭状況を把握しながら、日本語指導、生活指導のカリキュラ

ムを作成していくことが課題です。 
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はじめのいっぽ保育園                  ピアサポーター養成講座 

  
 

   外国人親子向け高校進学ガイダンス           はじめのいっぽアカデミア 

  
 

         プレスクール                       アフタースクール 

  

プレスクール 
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◇ 取り組んだ地域及び組織の課題 

 

テーマ 
次世代のネットワ

ークづくり 

協働推進のための受託
事業 

被災者支援ネットワークづくり 

地域の
課題 

現在の茨城の市民
活動ネットワーク
は、10～20 年前に
NPO 法人を自ら
設立した 60～70

代の理事長クラス
を中心としたもの
であり、次世代の
ネットワークづく
りも必要になって
いる。 

これまでの行政から受
託、また講師派遣を受
ける協働推進事業は、
NPOと行政の協働を促
し、ネットワークづく
りをすること自体に意
義はあるが、単発的で、
なかなかその成果を感
じにくい。 

 災害時に避難所などで発生する特殊なニ
ーズ（障がいを抱えた子を持つ親、ペット
対応など）に対し、対応できる NPO のネ
ットワークづくり、学びあいの機会が必
要。県単位のネットワークづくりは、まだ
全国でも模索が始まったばかり。 

 様々な課題当事者を支える福祉系の市民
活動団体は、利用者の保護や避難、連絡の
体制など、備えが十分とは言えない。 

 社会福祉協議会が設立する災害ボランテ
ィアセンターは、片づけ、泥かきなどのボ
ランティア・コーディネートが中心で、被
災者のニーズに十分対応しきれていない。 

組織の
課題 

コモンズとして
も、20 代～中堅の
セーフティネット
づくりに取り組む
担い手とのネット
ワークが弱い。 

あまり優先順位の高く
ない業務に時間を割か
れてしまい、コモンズ
として本来取り組むべ
き活動が疎かになりが
ちになっていた。 

常総の水害被災者支援活動の経験を活かし、首
都圏直下型災害に備える必要がある。 

 

◇ 実施内容 

 

事業名 
支援 
対象 

事業内容 

NPOマナビヤ 

セーフティネ
ットづくりに
取り組む次世
代リーダー 

セーフティネットや組織経営を学ぶ研修やネットワークの機会づ
くりを実施しました。研修内容、また参加しやすい曜日や時間帯など
をヒアリングしながら、研修を企画、実施しました。話題提供を行い
つつも、基本的には参加者の主体性を重視し、参加者同士の対話、質
疑応答や自由討論を中心とし、悩みや課題を相談し合える関係性づく
りに注力しました。 

 

＜セーフティネット拡充コース＞ 

 そもそも制度外福祉とは？NPO の存在意義は？ 

 現在の活動基盤を活かして、活動や対象を広げることはできない
か 

 当事者組織のつくり方、課題当事者の居場所、出番をどのように
拡充させるか 

 空き家などを活用した、小規模多機能の居場所やシェルターづく
り 

 企業など、他の組織を巻き込むコーディネート術 

 

＜組織経営コース＞ 

2018 年度の活動方針②：ネットワーク化事業 

次世代のセーフティネットづくりに取り組む担い手同士をつなぎます。また、高齢福祉や空き家活

用、被災者支援などのテーマで、地域を構成する様々な組織同士をネットワーク化し、持続可能な地

域づくりにつなげます。 

11/34



 12 / 15 

事業名 
支援 
対象 

事業内容 

 会員や寄付者など、組織を開いてファンを集めるコツ 

 広報のコツ 

 持続可能なチームづくり 

協働推進事業 
委託する自治
体に住む市民 

常陸大宮市で、協働提案制度の企画・運営支援を行い、地方創生や地
域の担い手づくりの発掘を促進しました。 

茨城県中学生
向け環境教育
プログラム作
成事業 

県内全中学生 

「持続可能な開発のための教育」（ESD）や「持続可能な開発目標」
（SDGs）を背景に、食をテーマとした環境学習プログラムを作成し
ました。同プログラム作成に合わせ、県内全中学校を対象とした環境
教育実態調査や、有識者による検討会を開催しました。 

地域円卓会議 

左記の課題に
関心のある組
織 

多様で異なる立場の主体が、自分の組織の強みや役割を発揮し、協議
と実践を繰り返す円卓会議を久々に開催しました。少子高齢社会に 
おける共助推進をテーマに、移動支援や空き家の有効活用などを議論
しました。 

被災者支援ネ
ットワークづ
くり 

セーフティネ
ットづくりに
取り組む組織 

福祉施設を対象とした災害後の事業継続計画（BCP）作成のための 
ワークショップの開催や、大分県別府市の事例をもとに、災害時要配
慮者の避難研修を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 得られた成果と今後の課題 

 

事業名 成 果 課 題 

NPOマナビヤ 

各組織の中心となっているメンバーに対し、
現場を離れて、広い視点で議論をする機会、
ネットワークの機会を提供できました。 

各プログラムは充実していたものの、
忙しい実務担当者を対象としていた
ため、参加者数が伸び悩みました。 

協働推進事業 

常陸大宮市で 2つの協働事業化に成功しまし
た。また、協働事業提案制度の円滑な導入が
できました。 

各事業が成果を生み出すよう、案件及
び協働推進担当課のフォローアップ
を行うこと。 

茨城県中学生向
け環境教育プロ
グラム作成事業 

SDGs 推進のため、今後 10 年活用できる、
他の都道府県にも胸を張ることができる 
教材が生まれました。 

教材が実際に様々な現場で使われる
よう、教員や NPO のフォローアップ
が必要です。 

地域円卓会議 
久々に地域円卓会議を開催し、多様な組織に
よる連携の可能性を提示できました。 

具体的なアクションにつなげること
ができませんでした。 

被災者支援ネッ
トワークづくり 

災害時要配慮者を支えるネットワークづく
りの素地が生まれました。 

継続的な学びとつながりの場を仕掛
ける必要があります。 

 

地域円卓会議 

災害時要配慮者の避難研修会 
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◇ 取り組んだ地域及び組織の課題 

 

地域の課題 
地域の多様な課題の解決や価値の創造に取り組むセーフティネットづくりに取り組む

担い手が、会計など事務や組織基盤の弱さから、その本来の力を発揮できていない。 

組織の課題 

2017 年度に開始した「茨城 NPO 事務支援センター」は、NPO 会計サポーター育成に

取り組み、会計支援業務を実際に数件開始したものの、財源的にも持続可能な事業化

までには、残念ながら至っていない。 

 

◇ 実施内容 

 

事業名 対象 事業内容 

茨城 NPO

事務支援セ

ンター 

会計担当職員を

雇用したり、税理

士と顧問契約を

結ぶほどの財源

はないが、事務を

何とかしたいと

考える NPO 

NPO会計サポーターによる、NPO 法人会計基準に基づいた会計サ

ポートを実施しました。会計ソフト導入のニーズが高く、販売のみ行

った団体も含めると、16 団体に対して会計サポートを実施しました。 

 また、2016 年度財務諸表をもとに行った「茨城県内 NPO 法人    

会計基準普及調査」及び「茨城県内 NPO 法人財務調査」を完了、     

報告書を完成させました。それにより、県内 NPO セクター全体の   

財務状況と会計基準の普及状況が把握でき、また NPO 法人にアプ  

ローチする上での基礎資料となりました。 

 さらに、NPO 組織基盤強化セミナーや、日立市での NPO 会計    

基礎講座などの実施により、NPO 法人として必要な事務の基礎を  

普及させました。また非営利組織評価センターと連携した NPO組織

評価の仕組みの普及に努めました。 

NPO 法人

会計基準協

議会事務局

運営 

NPO 法人会計基

準協議会 

同団体の事務局を運営しながら、NPO 法人の会計強化のための全国

キャンペーンを実施し、NPO 会計支援や会計基準の普及に取り組む

他の中間支援組織や会計専門家とのネットワークを築きました。 

 

◇ 得られた成果と今後の課題 

 

事業名 成 果 課 題 

茨城 NPO 事

務支援センタ

ー 

例年以上に多くの会計サポー

ト依頼があり、サポート件数も

順調に伸びています。 

 NPO マナビヤ助成金をもとに運営しており、  

事業収益のみで持続可能な運営をするにはまだ

時間がかかります。 

 NPO 会計サポーターの活動地域や会計ソフトの

スキルに偏りがあり、改めて同サポーターの募集

と学びの場づくりに取り組む必要があります。 

NPO法人会計

基準協議会事

務局運営 

NPO 会計サポート虎の巻や

NPO 法人会計基準ハンドブッ

ク改訂版などの普及ツールを

作成することができました。 

事務局を運営しながら、他の都道府県の NPO 支援  

センターとのネットワーキングや、茨城での会計サポ

ート力の向上につなげる必要があります。 

 

2018 年度の活動方針③：担い手の育成事業 

茨城 NPO 事務支援センターによる会計支援などを拡充することによって、セーフティネットづく

りに取り組む担い手の組織基盤強化と信頼性向上につなげます。 

 

）。）。 
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◇ 取り組んだ地域及び組織の課題 

 

テーマ 遺贈寄付の推進 空き家など遊休不動産の活用 

地域の

課題 

少子高齢社会で高齢単身世帯数も増え、家族

や親族との関係も希薄となっています。そう

した社会的背景もあり、人生最後の社会貢献

として遺贈寄付に近年注目が集まり始めて

います。 

人口流出が進む過疎地域での空き家の増大が

社会課題化しています。水害で被災した常総に

も、多くの空き家が発生しており、その社会的、

福祉的活用が求められています。 

組織の

課題 

2016 年度より遺贈推進に関する取り組みを

少しずつ進めていますが、遺贈寄付受け入れ

態勢の強化、遺贈を検討する潜在的寄付者へ

の働きかけ（仕組みや法律、手順、地域の担

い手、体験談、遺贈寄付事例などの情報提供

と掘り起し）が十分とは言えません。 

いばらき未来基金としても常総の旧青柳製麵

所の利活用推進をコーディネートしてきまし

た。なかなかかたちになりづらいですが、モデ

ル化し、発信することで、遺贈寄付推進とも関

連付けながら、遊休不動産の活用のためのコー

ディネートも行う基金の機能を高めたいと思

います。 

 

◇ 実施内容 

 

事業名 支援対象 事業内容 

遺贈寄付推進事

業 

親族との関係がよ

り希薄な新住民の

多い地域の市民 

申請していた助成金が獲得できず、また遺贈寄付の相談もほと

んどなく、具体的なアクションに移せませんでした。 

遊休不動産活用

を前提とした事

業指定助成 

常総の空き家で事

業を展開したい市

民 

常総の被災した旧青柳製麵所の改修のための寄付募集に関す

る報告書をまとめ、いくつか反響がありましたが、寄付があま

り集まらず、具体的なアクションにつなげることができません

でした。 

多様な寄付の機

会づくり 

茨城県民や企業な

ど 

 「車で寄付しよう」キャンペーンを継続しました。不要に   

なった車、農機、電化製品、携帯電話、鉄クズ、廃バッテリー

などを MRM エンタプライゼス社が引き取って、必要経費を  

引いた収益は全ていばらき未来基金の子ども支援活動などへ

の寄付となります。 

 また、株式会社ライズと連携し、5 月にいばらき未来基金初

の寄付つき自動販売機を設置しました。自動販売機の最新機種

への切り替えによる消費電力の大幅削減、飲料業者との取引 

2018 度の活動方針④：活動資源の仲介事業 

遺贈寄付の推進や、空き家など遊休不動産活用といった、少子高齢社会における茨城の市民コミュ

ニティ基金としての活動の基盤を整備します。 
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事業名 支援対象 事業内容 

条件の見直しなどによって生まれた改善された収益の中から、

新たに当基金への寄付として充当されることになります。ライ

ズに自販機管理業務を委託することで、同機を設置する所有者

にとっても新たな負担は一切なく、新機種の設置、電気代と

CO2の削減、また当基金への寄付を完全無償で実現することが

できます。この仕組みが、社会貢献に関心を寄せる県内の他の

企業にも広がるように働きかけましたが、2 台目以降の設置に

つなげることはできませんでした。 

冠助成事業 企業や個人 

2016 年度から開始した県西地域の環境保全活動支援のための

積水化成品基金や、地域課題の解決のための組織基盤強化を支

援する花王ハートポケット倶楽部「地域助成」を実施しました。 

助成財団担当者

のための実務セ

ミナー 

助成機関、企業、

組合組織、非営利

法人、行政などで、

助成金や補助金の

実務を担当する職

員など 

毎年各地で助成財団センターが実施するセミナーを、茨城で実

施しました。併せて、助成機関のみならず、補助金担当の行政

職員を招いた情報交換会を開催しました。県内助成機関及び 

補助金を支出する行政に対し、アンケート調査を実施し、報告

書を取りまとめ、県内 NPO 法人財務調査報告書と合わせて、

情報交換の題材としました。 

助成財団シンポ

ジウム in 茨城 

NPOやボランティ

ア団体、助成機関

の役職員など 

全国規模の助成機関が集まり、助成機関と助成を受けた団体の

報告を行いました。助成財団や他の市民活動団体と交流する 

機会としました。 

休眠預金活用に

向けた政策提言 

全国の市民活動団

体など 

休眠預金が十分に、柔軟に活かされるよう、非営利セクターの

現状を鑑みた政策提言と継続的な情報収集を実施しました。 

併せて、非営利評価に関する勉強会などに参加しました。 

テーマ助成事業 
県内の市民活動団

体など 

これまでいばらき未来基金にいただいたご寄付を原資とし（主

にパルシステム茨城 栃木による寄付つきカレンダーや英単語

練習帳の販売を通じて）、いばらき未来基金が掲げる 3 つのテ

ーマに沿った、市民団体による調査・提言活動助成「アドボカ

シー助成」を行い、6 件に計 100 万円の助成を決定しました。 

 

◇ 得られた成果と今後の課題 

 

 遺贈寄付の推進と遊休不動産活用に関しては、2018 年度は具体的なアクションにつなげることができ

ませんでしたが、今後求められる活動であることから、地道に取り組んでいきます。 

 アドボカシー助成の案件を丁寧にフォローアップしながら、休眠預金活用時代における市民コミュニ

ティ基金のあり方を模索し、地道に寄付社会づくりに取り組みます。 
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事業実績（2018年 4月 1日から 2019 年 3月 31日まで） 
 

 

以下、茨城 NPO センター・コモンズ定款第 5条（事業）を抜粋。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 特定非営利活動に係る事業 

整理 

番号 

定款 

条項 
事業区分 事業名 具体的な事業内容 

当該事

業の実

施日 

当該事業

の実施場

所 

受益対象者 

の範囲 
人数 

1 5-1 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

様々な社会的

困難を抱える個

人対象の電話

相談 

電話相談事業運営

及びそのための企画打

ち合わせ、関連会合

参加、準備作業、相

談者対象研修開催な

ど 

多 数 の

日程 
水戸市内 

様々な社会的困難

を抱える個人 
  

2 5-1 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

茨城福祉移動

サービス団体連

絡会運営支援 

会長として総会に出

席 

6 月 16

日 
水戸市内 同会会員   

3 5-1 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

子ども支援プロ

ジェクト 

協同組合ネットいばら

き、茨城県生活協同

組合連合会、フードバ

ンク茨城などと連携し

た、長期休暇中の子ど

もの食料支援の実施 

多 数 の

日程 

フードバンク

茨城事務

所など 

生活困窮者自立支

援法に基づく学習支

援事業を行政から

受託している県内団

体が支援する、準要

保護世帯の小中学

生がいる世帯 

244

世帯 

4 5-1 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

生活支援 
生活保護申請同行

支援など 

複 数 の

日程 
常総市内 

外国ルーツのある市

民 
1 名 

5 5-1 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

セーフティネット

に関する情報

収集や提供 

茨城県労働者福祉

協議会主催「勤労者

福祉研究集会 ～子

どもの貧困 私たちに

できること～」での情報

収集 

 

11 月

13 日 

水戸京成

ホテル 
    

（事業）第 5条 

この法人は、第 3条の目的を達成するため、次の特定非営利活動に係る事業を行う。 

(1) 民間非営利活動及び民間非営利組織に関する情報の収集及び提供 

(2) 民間非営利活動及び民間非営利組織に関する調査及び研究 

(3) 民間非営利活動及び民間非営利組織に関する支援事業 

(4) 寄付の推進及び仲介事業 

(5) 災害被災者支援に関する事業 

(6) 介護等の人材育成及び資格取得支援事業 

(7) 保育と言葉等の指導に関する事業 

(8) 学ぶ権利と機会を広げるための事業 

(9) ひきこもりがちな市民の就労及び生活支援事業 

(10) その他、この法人の目的を達成するために必要な事業 

2 前項に掲げるもののほか、その他の事業として次の事業を行う。 

(1) 前項に掲げる事業に関連する物品の斡旋及び販売 

(2) 前項に掲げる事業に関連する役務の提供 

3 前項に掲げる事業は、第1項に掲げる事業に支障がない限り行うものとし、その収益は、第1項に掲げる事業に充てるものとす

る。 
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事業実績（2018 年 4月 1日から 2019年 3月 31日まで） 

 

 

 2 / 16 

整理 

番号 

定款 

条項 
事業区分 事業名 具体的な事業内容 

当該事

業の実

施日 

当該事業

の実施場

所 

受益対象者 

の範囲 
人数 

6 5-1 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

セーフティネット

に関する情報

収集や提供 

子どもの貧困や子ども

食堂、フードバンク活

動などに関する情報提

供及び意見交換 

複 数 の

日程 

フードバンク

茨城本部 
県内某自治体職員 3 名 

7 5-1 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

委員派遣 

つくば市こども未来懇

話会に委員として出

席。また「つくば市こど

も未来プラン」策定に

向けた政策提言。 

複 数 の

日程 

つくば市役

所 
つくば市 

のべ約

80 名 

8 5-1 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

委員派遣 

セーフティネットづくりに

取り組む県内福祉団

体のネットワーク組織

「ツナガルねっと」に参

加 

複 数 の

日程 
茨城県内     

9 5-1 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

講師派遣 

子どもの貧困や子ども

食堂、フードバンク活

動、ひきこもりなどに関

する研修講師 

8 月 2

日 

水戸市福

祉ボランテ

ィア会館 

県央地域の社会福

祉協議会職員 

約 40

名 

10 5-1 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

講師派遣 

茨城県地域包括支

援センター職員（現

任者）研修でのファシ

リテーションに関する講

師 

11 月

14 日 

県立健康

プラザ 

地域包括支援セン

ター職員 

約 80

名 

11 5-1 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

講師派遣 

那珂市地域ケア会議

でのファシリテーション

研修 

12 月 3

日 

那珂市役

所 

那珂市地域ケア会

議のメンバー 

約 20

名 

12 5-1 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

講師派遣 

茨城県南生活者ネッ

トの設立 15 周年記

念行事での講演 

3 月 17

日 

馴柴コミュ

ニティセンタ

ー 

同会会員など 
約 70

名 

13 5-1 

②ネットワ

ー ク 化事

業 

茨城県中学生

向け環境教育

プログラム作成

に関する業務 

同プログラムの作成及

び作成に向けた検討

会の開催、県内中学

校対象の調査、他の

都道府県の先進事例

の調査など 

多 数 の

日程 
茨城県庁 茨城県内全中学校   

14 5-1 

②ネットワ

ー ク 化事

業 

企業CSR支援 

工場内雑木林の活用

に向けた自発的な人

材育成の側面的支援 

6 月 2

日 

日立製作

所水戸事

業所 

日立製作所及び日

立ビルシステム社員 

約 10

名 

15 5-1 

②ネットワ

ー ク 化事

業 

企業CSR支援 

茨城県経営者協会の

地域関係委員会での

市民活動事例紹介 

複 数 の

日程 

茨城県産

業会館 

社会貢献活動に関

心のある企業 
  

16 5-1 

②ネットワ

ー ク 化事

業 

企業CSR支援 

常陽銀行の SDGs 私

募債発行に向けた調

整及び打ち合わせなど 

複 数 の

日程 
茨城県内     

17 5-1 

②ネットワ

ー ク 化事

業 

企業CSR支援 

フードバンク活動や食

を 切 り 口 に 、 企 業

CSR 活動を学ぶ機会

を企画、調整、当日の

講演など 

 

 

 

複 数 の

日 程

（1 月

29日開

催） 

千葉大学 
企業の社会貢献担

当社員など 

約 40

名 
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事業実績（2018 年 4月 1日から 2019年 3月 31日まで） 

 

 

 3 / 16 

整理 

番号 

定款 

条項 
事業区分 事業名 具体的な事業内容 

当該事

業の実

施日 

当該事業

の実施場

所 

受益対象者 

の範囲 
人数 

18 5-1 

②ネットワ

ー ク 化事

業 

ESD の推進 

関東 EPO パートナー

ズミーティング（環境

教育等促進法及び

ESD 推進のための自

治体・中間支援組織

意見交換会）に参加 

5 月 30

日 

東京ウィメ

ンズプラザ 
    

19 5-1 

②ネットワ

ー ク 化事

業 

ESD の推進 

関東地方 ESD 活動

支援センター企画運

営委員会への出席 

7 月 9

日 

地球環境

パートナー

シッププラザ 

    

20 5-1 

②ネットワ

ー ク 化事

業 

ESD の推進 

ESD 推進全国フォー

ラム 2018 のセッション

4 分科会2にて、「自

然災害に備える人づく

り ～被災経験を次の

災害に活かす、防災を

通じたコミュニティづくり

～」と題して事例紹

介、また同フォーラムに

参加 

11 月

30 日、

12 月 1

日 

国立オリン

ピック記念

青少年総

合センター 

ESD 関係者 
約 30

名 

21 5-1 

②ネットワ

ー ク 化事

業 

ESD の推進 

地域 ESD 活動推進

拠点意見交換会に出

席 

12 月

22 日 

東京ウィメ

ンズプラザ 
    

22 5-1 

②ネットワ

ー ク 化事

業 

ESD の推進 

「ESD 推進ネットワー

ク関東地域フォーラム

2018」にて、「食品ロ

ス・貧困解消に向け、

地域全体を巻き込む」

と題して事例紹介 

12 月

22 日 

東京ウィメ

ンズプラザ 
ESD 関係者 

約

100

名 

23 5-1 

②ネットワ

ー ク 化事

業 

NPO マナビヤ 

1. 今後の茨城のセー

フティネットを担う若手

人材のネットワークづく

り 

2. 茨城NPO事務支

援センター事業の拡充

を通じた、NPO 法人

の会計人材強化 

多 数 の

日程 
茨城県内 

県内のNPO法人な

ど 

1 はの

べ 44

名 

24 5-1 

②ネットワ

ー ク 化事

業 

視察対応 協働推進研修講師 
5 月 18

日 
トモスみと 

群馬県渋川市の市

民活動関係者 

約 30

名 

25 5-1 

②ネットワ

ー ク 化事

業 

視察対応 

日本の社会課題や非

営利セクターなどに関

する韓国学生による

視察の対応 

複 数 の

日程 
茨城県内 

韓国の忠北大学学

生 
2 名 

26 5-1 

②ネットワ

ー ク 化事

業 

市民活動に関

する情報提供 

JOYOARC9 月号、

私の視点に『「違い」に

価値を見い出す地域

社会に変われるか』と

題して寄稿 

複 数 の

日程 
      

27 5-1 

②ネットワ

ー ク 化事

業 

 

 

 

セカンドリーグ茨

城の運営支援 
監事として運営支援 

複 数 の

日程 

茨城県労

働福祉会

館 

同団体役職員   
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事業実績（2018 年 4月 1日から 2019年 3月 31日まで） 
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整理 

番号 

定款 

条項 
事業区分 事業名 具体的な事業内容 

当該事

業の実

施日 

当該事業

の実施場

所 

受益対象者 

の範囲 
人数 

28 5-1 

②ネットワ

ー ク 化事

業 

タウン・モビリティ

の普及 

地域円卓会議の協議

（移動困難者の外

出・買い物支援）より

生まれたアイディアであ

るタウン・モビリティを、

「水戸まちなかフェステ

ィバル」で実施するため

に企画、打ち合わせ 

複 数 の

日程 
トモスみと 移動困難者   

29 5-1 

②ネットワ

ー ク 化事

業 

つくば市民大学

運営支援 

監査、総会への参加

などを通じた運営支援 

複 数 の

日程 
つくば市内 ウニベルシタスつくば   

30 5-1 

②ネットワ

ー ク 化事

業 

委員派遣 

日本 NPO センター中

期ビジョン理事タスクチ

ーム会合に出席 

5 月 16

日 
東京都内 日本 NPO センター   

31 5-1 

②ネットワ

ー ク 化事

業 

委員派遣 
日本 NPO センター総

会に出席 

6 月 15

日 
東京都内 日本 NPO センター   

32 5-1 

②ネットワ

ー ク 化事

業 

委員派遣 

茨城県生活支援体

制整備県央ブロック別

情報交換会でのファシ

リテーション 

6 月 28

日 

水戸市保

健センター 

県央地域の生活支

援体制整備事業担

当職員 

約 30

名 

33 5-1 

②ネットワ

ー ク 化事

業 

委員派遣 

日本 NPO センター主

催市民活動支援組

織リーダー研修の企画

検討及び参加 

多 数 の

日程 

静 岡 県

内 、 茨城

県内など 

全国のNPO支援セ

ンターの事務局長な

ど 

約 20

名 

34 5-1 

②ネットワ

ー ク 化事

業 

委員派遣 

茨城県新地域支援

事業推進協議会によ

る生活支援コーディネ

ーター養成研修に向

けた企画打ち合わせ

及び当日の研修に参

加 

複 数 の

日程 
      

35 5-1 

②ネットワ

ー ク 化事

業 

委員派遣 
鹿嶋市共創のまちづく

り推進委員会に出席 

複 数 の

日程 

鹿嶋市役

所 
    

36 5-1 

②ネットワ

ー ク 化事

業 

委員派遣 

茨城県社会福祉協

議会評議員として評

議員会に出席 

複 数 の

日程 

茨城県総

合福祉会

館 

茨城県社会福祉協

議会 
  

37 5-1 

②ネットワ

ー ク 化事

業 

講師派遣 

日本の社会課題や非

営利セクターなどに関

する講義 

4 月 11

日 

Skype に

よるオンライ

ン講義 

韓国の忠北大学学

生 

約 10

名 

38 5-1 

②ネットワ

ー ク 化事

業 

講師派遣 協働推進研修講師 
6 月 22

日 

常陸大宮

市役所 

常陸大宮市市民協

働のまちづくり委員 

約 15

名 

39 5-1 

②ネットワ

ー ク 化事

業 

講師派遣 

第 1回東北フードバン

ク交流会でのファシリテ

ーション 

7 月 20

日 

仙台市市

民活動サ

ポートセン

ター 

東北地方のフードバ

ンク団体 

約 20

名 

40 5-1 

②ネットワ

ー ク 化事

業 

講師派遣 

NPO法20周年記念

プロジェクト主催テーマ

別学習会「SDGs 時

代における地域社会と

NPO と協同組合の連

携の可能性を考える」

に登壇 

1 月 25

日 

ちよだプラッ

トフォームス

クエア 

本テーマに関心のあ

る市民・協同組合・

NPO関係者など 

約 20

名 
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整理 

番号 

定款 

条項 
事業区分 事業名 具体的な事業内容 

当該事

業の実

施日 

当該事業

の実施場

所 

受益対象者 

の範囲 
人数 

41 5-1 

②ネットワ

ー ク 化事

業 

講師派遣 協働推進研修講師 
2 月 27

日 

常陸大宮

市役所 
常陸大宮市職員 

約 30

名 

42 5-1 

②ネットワ

ー ク 化事

業 

講師派遣 

阿見町主催「協働の

まちづくり講演会」での

講演及び開催に向け

た調整 

複 数 の

日程 

阿見町役

場 
阿見町職員 

約 60

名 

43 5-1 

②ネットワ

ー ク 化事

業 

講師派遣 
支援力アップ塾の企画

及び講師 

複 数 の

日 程

（3 月

13日） 

東京ボラン

テ ィ ア ・市

民活動セ

ンター 

中間支援組織スタッ

フ 

約 30

名 

44 5-1 

②ネットワ

ー ク 化事

業 

子ども食堂に関

する情報の提

供及び収集 

全国こども食堂支援セ

ンター・むすびえおひろ

め会に参加 

2 月 11

日 
東京都内     

45 5-1 

②ネットワ

ー ク 化事

業 

子ども食堂に関

する情報の提

供及び収集 

東海村社会福祉協

議会主催「子ども食堂

について考えるボランテ

ィア養成講座」にて、

「県内の子ども食堂な

どの概況」と題して講

演及び同講座開催の

ための助言など 

複 数 の

日 程

（11月

8 日開

催） 

東海村総

合福祉セ

ン タ ー 絆 

多目的ホ

ール 

同行事に関心のあ

る市民 

約 40

名 

46 5-1 

②ネットワ

ー ク 化事

業 

子ども食堂に関

する情報の提

供及び収集 

茨城県共同募金会

主催「子どもの居場所

づくり 2018 シンポジウ

ム」にて、子どもの貧

困、子ども食堂、フー

ドバンク活動などの講

演及びファシリテーショ

ン。また当日に向けた

企画検討の打ち合わ

せなど 

複 数 の

日 程

（7 月

19日） 

牛久市中

央生涯学

習センター 

こどもの居場所づくり

に関心のある市民や

団体、行政など 

約

120

名 

47 5-1 

②ネットワ

ー ク 化事

業 

子ども食堂に関

する調査 

県内子ども食堂の調

査や情報提供など 

複 数 の

日程 
水戸市内 

こどもの居場所づくり

に関心のある市民や

団体、行政、報道

機関など 

  

48 5-1 

②ネットワ

ー ク 化事

業 

常陸大宮市市

民協働のまちづ

くり委員会 

同委員会のアドバイザ

ーとして、委員会開催

や協働事業提案制度

実施に向けた側面的

支援 

複 数 の

日程 

常陸大宮

市役所など 

常陸大宮市、常陸

大宮市民 
  

49 5-1 

②ネットワ

ー ク 化事

業 

地域円卓会議 

in 茨 城 

2018 ～少子

高齢社会で共

助を広げよう～ 

同会議開催、またそれ

に向けた企画、調整

など 

多 数 の

日 程

（7 月

3 日開

催） 

茨城県三

の丸庁舎 

移動支援や空き家

活用などに関心のあ

る市民、市民団体、

企業など 

約 50

名 

50 5-1 

②ネットワ

ー ク 化事

業 

地方創生に関

する情報の収

集や提供 

徳島県神山町の取り

組み視察と、茨城の

取り組みの情報提供 

11 月

20 ～

21 日 

徳島県神

山町内 
    

51 5-1 

②ネットワ

ー ク 化事

業 

里山整備＆焼

きイモ体験 

白石製作所からの受

取寄附金をもとに、里

山を守る会とともに同

行事の実施及び開催

に向けた調整 

複 数 の

日 程

（1 月

9 日開

催） 

筑西市 
地域住民、白石製

作所社員 

約

150

名 
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整理 

番号 

定款 

条項 
事業区分 事業名 具体的な事業内容 

当該事

業の実

施日 

当該事業

の実施場

所 

受益対象者 

の範囲 
人数 

52 5-1 

③担い手

の育成事

業 

市民活動に関

する情報収集 

NPO の法制度等改

革推進会議の総会に

出席 

6 月 15

日 

文京シビッ

クセンター 
    

53 5-1 

③担い手

の育成事

業 

フードバンク茨

城運営支援 

理事会などへの参画を

通じた組織運営支援

及びセミナーの開催支

援など 

多 数 の

日程 

フードバンク

茨城事務

所など 

NPO 法人 フードバ

ンク茨城 
  

54 5-1 

③担い手

の育成事

業 

委員派遣 

千葉県市民活動団

体マネジメント委託事

業者選考委員会で審

査 

6 月 7

日 
千葉市内     

55 5-1 

③担い手

の育成事

業 

委員派遣 

日本 NPO センター主

催支援力応援プログ

ラムの企画検討及び

参加 

多 数 の

日程 

広 島 県

内 、 茨城

県内 、 東

京都内 

全国のNPO支援セ

ンター中堅者 

のべ約

40 名 

56 5-1 

③担い手

の育成事

業 

茨城県内NPO

法人財務調査

及びNPO法人

会計基準調査 

2016 年度財務諸表

をもとに、調査を実施 

多 数 の

日程 

茨城県庁

など 
    

57 5-1 

③担い手

の育成事

業 

講師派遣 

「第 4 回 SAKURA ミ

ーティング ～新しい県

民運動を考えるフォー

ラム～」にて、IT 活用

の可能性を講演 

4 月 7

日 

茨城県三

の丸庁舎 

大好き いばらき 県

民会議のメンバー 

約 40

名 

58 5-1 

③担い手

の育成事

業 

講師派遣 
市町村 NPO 法人担

当者研修会での講演 

12 月 4

日 

水戸市国

際交流セ

ンター 

市町村の市民活動

担当職員 

約 40

名 

59 5-1 

④活動資

源の仲介

事業 

委員派遣 

茨城県共同募金会

評議員として評議員

会に出席 

複 数 の

日程 

茨城県総

合福祉会

館 

茨城県共同募金会   

60 5-2 

②ネットワ

ー ク 化事

業 

第36回「ボラン

タリズム推進団

体会議 in 栃

木」（民ボラ）

への参画 

同会議の企画、運

営、世話人会への参

加 

複 数 の

日程 

栃木県宇

都宮市内 

全国の中間支援組

織など 

約 40

名 

61 5-2 

③担い手

の育成事

業 

国税庁が障害

福祉サービス事

業に法人税課

税すると示した

ことに関する緊

急アンケート 

県内で障害福祉サー

ビス事業に取り組む

NPO 法人に対し、そ

の対応状況を調査、

実態把握を行い、情

報提供 

複 数 の

日程 
  

県内で障害福祉サ

ービス事業に取り組

む NPO法人 

約

120

団体 

62 5-3 

②ネットワ

ー ク 化事

業 

市民活動基盤

整備のための委

員派遣 

水戸市市民協働提

案制度「わくわくプロジ

ェクト」で水戸市協働

推進委員として審査

や打ち合わせ 

複 数 の

日程 
水戸市内 

水戸市や水戸市内

の市民活動団体 
  

63 5-3 

②ネットワ

ー ク 化事

業 

全国の市民活

動支援組織と

の連携 

CEO会議への参加 
複 数 の

日程 
東京都内     

64 5-3 

③担い手

の育成事

業 

NPO組織基盤

強化セミナー 

会計などの法人運営

実務を学ぶセミナーの

開催 

複 数 の

日程 

茨城県内

3箇所 

県内のNPO法人な

ど 
53 名 

65 5-3 

③担い手

の育成事

業 

NPO に関する

相談対応 

NPO法人の設立や運

営に関する相談対応 

多 数 の

日程 

トモスみと、

茨城県労

働福祉会

館 

NPO 法人設立希

望者や、NPO 法人

など 

約 20

団体 
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整理 

番号 

定款 

条項 
事業区分 事業名 具体的な事業内容 

当該事

業の実

施日 

当該事業

の実施場

所 

受益対象者 

の範囲 
人数 

66 5-3 

③担い手

の育成事

業 

NPO 組織基

盤・運営力アッ

プセミナー 

水戸市と連携し、市

民団体による社会調

査などに関するセミナ

ーを開催。 

1 月 26

日 

水戸市役

所 
県内の NPO法人 

約 10

名 

67 5-3 

③担い手

の育成事

業 

NPO法人会計

基準協議会の

運営支援 

同協議会に事務局長

として横田代表理事を

派遣。また同協議会

事務局業務を代行。 

多 数 の

日程 
全国各地 全国の NPO法人   

68 5-3 

③担い手

の育成事

業 

茨城 NPO 事

務支援センター 

会計ソフトへの仕訳入

力内容の確認、入力

代行、会計ソフト導入

支援、決算に向けた

会計支援などを個別

に実施。有償ボランテ

ィアの NPO 会計サポ

ーターのマッチングな

ど。 

多 数 の

日程 

支援対象

団体の事

務所など 

NPO法人 
16 団

体 

69 5-3 

③担い手

の育成事

業 

非営利組織評

価の推進 

非営利組織のための

「グッドガバナンス認証

制度」普及プログラム

説明会及び意見交換

会に参加。また「NPO

の評価制度説明会」

の開催。 

複 数 の

日程 

つ く ば 市

内 、 東京

都内 

県内のNPO法人な

ど 

約 20

名 

70 5-3 

③担い手

の育成事

業 

結城市コミュニ

ティビジネス起

業講座 

同講座実施に向けた

打ち合わせ（参加者

が十分集まらず、休

講） 

    結城市   

71 5-3 

③担い手

の育成事

業 

講師派遣 会計などの研修 
6 月 14

日 
福島県内 

福島県内 NPO 支

援センター職員 

約 30

名 

72 5-3 

③担い手

の育成事

業 

講師派遣 
役員対象のワークショ

ップ 

7 月 14

日 
水戸市内 

水戸市内の障がい

者福祉団体 

約 10

名 

73 5-3 

③担い手

の育成事

業 

講師派遣 

きょうされん茨城支部

主催「NPO 法人会計

研修会」での講師 

10 月

19 日 

茨城県精

神保健福

祉センター 

同組織に属する県

内の障がい者福祉

団体 

約 30

名 

74 5-3 

③担い手

の育成事

業 

講師派遣 
会員団体の職員研修

の開催支援 

12 月 9

日 

マウントあ

かね 
同団体の職員 

約 15

名 

75 5-3 

③担い手

の育成事

業 

講師派遣 

日立市主催「NPO 会

計基礎講座」での講

師 

3 月 16

日 

日立市役

所 
NPO法人など 

約 30

名 

76 5-3 

③担い手

の育成事

業 

板書による「見

える化」入門セ

ミナー 

書きながら話しあう「フ

ァシリテーション・グラフィ

ック」（板書）のスキ

ルなどを学習 

6 月 8

日 
トモスみと 

関心のある市民、団

体など 

約 20

名 

77 5-3 

④活動資

源の仲介

事業 

助成金申請の

コツセミナー 

パルシステム茨城と連

携し、同セミナーの実

施 

7 月 12

日 

つ く ば

CAPIO 2

階 リハー

サル室 

助成金申請に関心

のある市民団体など 

約 20

名 

78 5-3 

④活動資

源の仲介

事業 

市民活動基盤

整備のための委

員派遣 

JT NPO 助成事業贈

呈式での助言 

5 月 23

日 

ホテル・ザ・

ウエストヒル

ズ・水戸 

同助成金の助成対

象団体 
2団体 
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整理 

番号 

定款 

条項 
事業区分 事業名 具体的な事業内容 

当該事

業の実

施日 

当該事業

の実施場

所 

受益対象者 

の範囲 
人数 

79 5-3 

④活動資

源の仲介

事業 

市民活動基盤

整備のための委

員派遣 

生活協同組合 パル

システム茨城「くらし活

動助成基金」の助成

金審査やそのための企

画打ち合わせ、申請

事業案への助言、助

成対象団体への訪問

など 

複 数 の

日程 

茨城県労

働福祉会

館など 

茨城県内の市民活

動団体 
  

80 5-3 

④活動資

源の仲介

事業 

市民活動基盤

整備のための委

員派遣 

常陽銀行公益信託

「エコーいばらき」環境

保全基金助成金の審

査など 

複 数 の

日程 
茨城県内 

茨城県内の市民活

動団体 
  

81 5-3 

④活動資

源の仲介

事業 

市民活動基盤

整備のための委

員派遣 

「住友商事 東日本

再生フォローアップ・プ

ログラム」の助成審査 

複 数 の

日程 
東京都内 

助成申請した NPO

法人 
  

82 5-3 

④活動資

源の仲介

事業 

市民活動基盤

整備のための委

員派遣 

中央ろうきん助成プロ

グラムでの助成審査

及び関連行事への参

加 

複 数 の

日程 
東京都内 

助成申請した NPO

法人 
  

83 5-3 

④活動資

源の仲介

事業 

市民活動基盤

整備のための委

員派遣 

「中央ろうきん若者応

援ファンド」での助成審

査 

複 数 の

日程 
東京都内 

助成申請した NPO

法人 
  

84 5-3 

④活動資

源の仲介

事業 

市民活動基盤

整備のための委

員派遣 

茨城県ボランティアセン

ター運営委員会委員

として助成審査 

複 数 の

日程 

茨城県総

合福祉会

館 

茨城県社会福祉協

議会 
  

85 5-4 

④活動資

源の仲介

事業 

いばらき未来基

金第3回テーマ

助成「アドボカ

シー助成」 

助成企画の検討、助

成申請受付、審査な

ど 

多 数 の

日程 
県内各地 

助成対象の市民団

体 
  

86 5-4 

④活動資

源の仲介

事業 

いばらき未来基

金への寄付募

集 

市民や企業、生協な

どへの寄付募集活動

実施。行事での出展

などによる寄付募集活

動など 

複 数 の

日程 
  

市民や企業、生協

など 

不 特

定 多

数 

87 5-4 

④活動資

源の仲介

事業 

いばらき未来基

金運営委員会 
同委員会開催 

3 月 29

日 
トモスみと     

88 5-4 

④活動資

源の仲介

事業 

いばらき未来基

金冠助成事業 

積水化成品工業「積

水化成品基金」助成

事業の事務局業務 

多 数 の

日程 
茨城県内 

助成対象となる市

民活動団体 
  

89 5-4 

④活動資

源の仲介

事業 

いばらき未来基

金冠助成事業 

花王・ハートポケット倶

楽部地域助成の茨城

ブロックの事務局代行

に伴う作業 

多 数 の

日程 
茨城県内 

助成対象となる市

民活動団体 
  

90 5-4 

④活動資

源の仲介

事業 

助成財団シン

ポジウム in 茨

城 

助成財団センターと連

携し、同セミナーの開

催及び開催に向けた

企画調整など 

12 月

15 日 

つくば国際

会議場 

NPO法人や助成機

関職員など 

約 50

名 

91 5-4 

④活動資

源の仲介

事業 

プログラム・オフィ

サー研修 

全国コミュニティ財団

協会主催の同研修に

参加し情報の収集と

提供 

 

 

3 月 10

日 
東京都内     
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整理 

番号 

定款 

条項 
事業区分 事業名 具体的な事業内容 

当該事

業の実

施日 

当該事業

の実施場

所 

受益対象者 

の範囲 
人数 

92 5-4 

④活動資

源の仲介

事業 

寄付つき商品

の開発・販売 

会員団体が作成した

ひらがな練習帳や英

単語カレンダー販売を

通じた寄付募集、寄

付つき自動販売機設

置に向けた調整など 

複 数 の

日程 

茨城県労

働福祉会

館 

同商品に関心のあ

る市民 
  

93 5-4 

④活動資

源の仲介

事業 

休眠預金活用

のための情報収

集 

"緊急集会"「 みんな

の休眠預金をどうする

のか！。指定活用団

体決定前の“今こそ語

り合おう！ 」に参加 

7 月 26

日 

文京シビッ

クセンター 
    

94 5-4 

④活動資

源の仲介

事業 

休眠預金活用

のための政策提

言 

現場視点で休眠預金

を考える会を通じた政

策提言 

多 数 の

日程 
  

全国の市民活動団

体 
  

95 5-4 

④活動資

源の仲介

事業 

助成財団担当

者のための実務

セミナー及び県

内助成機関交

流会 

助成財団センターと連

携し、同セミナー及び

交流会の開催 

講師：公益財団法

人 助成財団センター 

 事務局長／プログラ

ムディレクター 渡辺 

元 氏 

7 月 27

日 
トモスみと 

助成機関、企業、

組合組織、非営利

法人、行政などで、

助成金や補助金の

実務を担当されてい

る職員の方など 

約 20

名 

96 5-4 

④活動資

源の仲介

事業 

他の助成財団

の情報収集 

全国コミュニティ財団

協会や市民ファンド推

進プログラムなどの研

修に出席し、情報の

収集及び提供 

複 数 の

日程 
東京都内     

97 5-4 

④活動資

源の仲介

事業 

委員派遣 

第 2 期市民ファンド推

進プログラムの市民活

動助成担当者のため

の研修事業に委員と

して情報提供 

 

複 数 の

日程 
東京都内     

98 5-4 

④活動資

源の仲介

事業 

講師派遣 

どうなる？どうする！休

眠預金学習会での講

演 

1 月 6

日 

とちぎボラン

ティアＮＰ

Ｏセンター

「ぽ・ぽ・ら」 

同学習会参加者 
約 20

名 

99 5-5 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

「プラットフォー

ム・ビルダー」創

築のための地域

円卓会議 

常総市水害復興・ま

ちづくりを対象としたプ

ラットフォーム構築のた

めに議論 

9 月 4

日 及 び

10 月

15 日 

トモスみと

及び常総

市役所 

    

100 5-5 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

『 JUNTOS 通

信』発行 

被災者に必要な情報

を届けるかわら版を発

行 

複 数 の

日程 
常総市内 

常総で被災された

方 
  

101 5-5 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

オリジナル防災

セットの企画販

売 

常総の水害経験をも

とに災害発生直後に

あるといいものをまとめ

たバックを商品化。豪

雨災害マニュアルも作

成 

随時   
家庭での防災に備

えたい世帯 
  

102 5-5 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

グローバルセンタ

ー・コモンズの運

営支援 

障害者就労継続支

援A型事業などに取り

組む同団体の運営支

援 

随時 常総市内 
常総市内の障がい

者 
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整理 

番号 

定款 

条項 
事業区分 事業名 具体的な事業内容 

当該事

業の実

施日 

当該事業

の実施場

所 

受益対象者 

の範囲 
人数 

103 5-5 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

視察対応 
避難所運営に関する

情報提供 

複 数 の

日程 
常総市内 

防災拠点建設事業

受託事業者など 
  

104 5-5 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

被災した住民

の交流の機会

づくり 

三遊亭楽麻呂氏を招

いた落語会の開催 

7 月 22

日 

えんがわハ

ウス 
地域住民 

約 30

名 

105 5-5 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

被災者支援に

関する情報提

供 

とりで障害者協働支

援ネットワーク主催「障

がい者のための防災訓

練」に参加 

9 月 15

日 

取手市福

祉交流セ

ンター 

    

106 5-5 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

被災者支援に

関する情報提

供 

常総の水害経験を、

岡山県などに伝える。 

複 数 の

日程 
岡山県内 

岡山県の行政、社

会福祉協議会、

NPO関係者など 

  

107 5-5 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

被災者同士の

コミュニティ形成

支援 

浪江町「浪江のこころ

通信」の取材協力 

1 月 22

日 
茨城県内     

108 5-5 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

被災地支援の

情報収集 

全国災害ボランティア

支援団体ネットワーク

による第 3回「災害時

の連携を考える全国フ

ォーラム ～つながりか

ら協働へ～」に参加 

6 月 12

日～13

日 

東京都内     

109 5-5 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

被災地支援ボ

ランティアのコー

ディネート 

大学生の被災地ボラ

ンティアのコーディネート 

9 月 20

日 
常総市内 白鵬大学学生 

約 25

名 

110 5-5 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

被災地の現状

発信 

マス・メディアを通じて、

常総市など被災地の

現状を発信 

多 数 の

日程 
常総市 

マス・メディアの読者

及び視聴者 
  

111 5-5 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

福祉避難所開

設訓練 

避難所体験、福祉ト

イレの設置など 

9 月 3

日 

水海道中

学校 

同校生徒及び教

員、地域住民など 

約

100

名 

112 5-5 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

福祉避難所開

設訓練 

同訓練の開催、及び

実施に向けた企画、

調整など 

複 数 の

日 程

（8 月

11日開

催） 

鹿島特別

支援学校 

鹿島特別支援学校

の利用者及び保護

者など 

約

100

名 

113 5-5 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

福祉避難所の

開設研修会 

第 1 部：講演「避難

所のバリアフリー化と

『NPO 型福祉避難

所』を考えよう」 NPO

法人 メディカルケア協

会 東京代表理事 

小野 有香里 氏第 2

部：グループワーク

「学校が避難所になっ

た場合、特殊なニーズ

にどのように対応するか

を考える」 

7 月 21

日 

防災科学

技術研究

所  研 究

交流棟 1

階 第一セ

ミナー室 

同行事に関心のあ

る市民 

約 50

名 
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整理 

番号 

定款 

条項 
事業区分 事業名 具体的な事業内容 

当該事

業の実

施日 

当該事業

の実施場

所 

受益対象者 

の範囲 
人数 

114 5-5 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

防災の推進 
クラウドファンディングを

活用した防災の推進 
随時   

防災に関心のある

市民や団体など 
  

115 5-5 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

ホープ募金 

災害で被災された方

を支援するための募金

活動や、支援団体の

ネットワークづくり 

複 数 の

日程 
全国各地 全国の被災者   

116 5-5 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

もりはしプロジェ

クト 

空き家になっている常

総市の片野医院と住

宅を、多世代多文化

交流拠点として再生さ

せる活動、まちづくり会

社の運営など 

随時 

常総市水

海道森下

町 、 橋本

町 

地域住民 

約

1,000

世帯 

117 5-5 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

もりはしプロジェ

クト 

常総市水海道森下

地区橋本地区自主

防災運営支援 

随時 

常総市水

海道森下

町 、 橋本

町 

住民 

約

1,000

世帯 

118 5-5 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

移動支援ボラン

ティア 

車での送迎、移動支

援 
随時 常総市内 

市のオンデマンド交

通が利用できない外

出困難者 

約 20

名 

119 5-5 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

豪雨災害に備

えるガイドブック 

同冊子の公開及び発

信 
    

豪雨災害被災者な

ど 
  

120 5-5 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

災害時要配慮

者の避難研修

会 

大分県別府市におけ

る以下の事例から学

習。 

� インクルーシブ防災

の取り組み 

� 災害時要配慮者の

個別支援計画策定 

� 福祉避難所の整備

と避難訓練の状況 

� 市民、当事者と行

政の連携  など 

別府市 共創戦略室 

防災危機管理課 

 防災推進専門員 

村野 淳子 氏 

3 月 19

日 

神栖市保

健・福祉会

館 

行政の危機管理、

災害時要配慮者支

援担当、社会福祉

協議会、特別支援

学校、自主防災組

織、NPO 関係者な

ど 

約 40

名 

121 5-5 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

常総市の水害

と防災の視察

対応 

視察対応 
多 数 の

日程 
常総市内 

県内外の民生委

員、自主防災関係

組織、大学、NPO 

約

200

名 

122 5-5 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

被災地ボランテ

ィアのコーディネ

ート 

企業新入社員研修の

一環として、常総の水

害被災者支援活動

体験をコーディネート 

 

 

 

 

 

4 月 16

日 
常総市内 企業の新入社員 

約 30

名 
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事業実績（2018 年 4月 1日から 2019年 3月 31日まで） 
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整理 

番号 

定款 

条項 
事業区分 事業名 具体的な事業内容 

当該事

業の実

施日 

当該事業

の実施場

所 

受益対象者 

の範囲 
人数 

123 5-5 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

福祉施設の災

害対応力向上

研修 

� 茨城県による『社会

福祉施設等における

非常災害対策計画の

策定の手引』や「事業

継続計画（BCP）」

に関する手引の解説

及び質疑応答 

� 災害時の利用者保

護における課題やその

対応策を話し合うワー

クショップ  など 

10 月

22 日 

トモスみとビ

ル 3 階 セ

ミナーホー

ル 

高齢者、障がい者、

児童などを対象とし

た県内福祉施設職

員など 

約 40

名 

124 5-5 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

福島からの避

難者を支える団

体ネットワーク

「ふうあいねっと」

の運営支援 

同団体の会議出席な

どによる側面的支援を

実施 

複 数 の

日程 

茨城大学

内 

福島から避難してい

る方々約 4,000 人 
  

125 5-5 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

委員派遣 

茨城県防災ボランティ

アネットワーク世話人

会に出席 

6 月 14

日 

茨城県総

合福祉会

館  2 階 

ボランティア

ルーム 

    

126 5-5 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

 

 

委員派遣 
障がい当事者の防災

に関する会議に出席 

3 月 22

日 
水戸市内 

NPO法人風の子関

係者など 

約 20

名 

127 5-5 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

講師派遣 

日本青年会議所 茨

城ブロック協議会 茨

城魅力発信委員会

主催「災害に備え、防

災・減災について学ぼ

う。」で防災バッグなど

について紹介 

6 月 14

日 

常総市生

涯学習セ

ンター 

同委員会参加者 

約

100

名 

128 5-5 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

講師派遣 

茨城県県北生涯学

習センター主催の元気

いばらきっ子育成事業

「目指せ サバイバル

家族！ ～親子で学

ぶ防災のこと～」で講

演 

6 月 24

日 

たかはら自

然塾体育

館 

同行事に関心のあ

る市民 
29 名 

129 5-5 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

講師派遣 
避難所運営ゲームの

実施 

6 月 28

日 

鹿島特別

支援学校 
同校教員など 

約 30

名 

130 5-5 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

講師派遣 
西日本水害対応に関

する研修 

7 月 19

日 

岡山県社

会福祉協

議会 

岡山県内の社会福

祉協議会事務局長 

約 30

名 

131 5-5 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

 

 

講師派遣 母親大会での講演 
8 月 24

日 

常総市生

涯学習セ

ンター 
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整理 

番号 

定款 

条項 
事業区分 事業名 具体的な事業内容 

当該事

業の実

施日 

当該事業

の実施場

所 

受益対象者 

の範囲 
人数 

132 5-5 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

講師派遣 

常総市吉野サポート

センター主催の水害に

関するフォーラムに出

席 

9 月 9

日 
  同フォーラム出席者 

約 60

名 

133 5-5 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

講師派遣 
避難所運営ゲームの

実施 

9 月 10

日 

水海道中

学校 
同校生徒など 

約

100

名 

134 5-5 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

講師派遣 
災害時の福祉施設の

対応研修 

9 月 27

日 

ひたちなか

市内 

ひたちなか市内の福

祉施設職員 

約 50

名 

135 5-5 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

講師派遣 

いたばし総合ボランティ

アセンターのシンポジウ

ム 

11 月

23 日 

いたばし総

合ボランテ

ィアセンター 

板橋の住民 
約 60

名 

136 5-5 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

講師派遣 
岐路に立つ日本と世

界 

12 月 3

日 

宇都宮大

学 
学生、研究者 

約 50

名 

137 5-5 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

 

講師派遣 
特別支援学校 PTA

連絡協議会 

12 月 6

日 

協和特別

支援学校 
PTA 関係者 

約

200

名 

138 5-5 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

講師派遣 
生徒指導対策研究

員会 

12 月

19 日 

水海道中

学校 

地域住民、学校関

係者 

約 40

名 

139 5-5 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

講師派遣 

静岡県ボランティア協

会主催「静岡県内外

の災害ボランティアによ

る救援活動のための

図上訓練」での講演 

2 月 22

日～23

日 

京葉大学 
自主防災組織や災

害ボランティア 

約

300

名 

140 5-5 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

講師派遣 

千葉県内の災害時に

おける支援体制の連

携強化に向けた助言

及び研修講師など 

複 数 の

日程 
千葉県内 

千葉県職員、千葉

県内の社会福祉協

議会職員、千葉県

内の中間支援組織

など 

  

141 5-5 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

講師派遣 
ボランティアセンター合

同研修 

1 月 9

日 

千葉県教

育会館 

千葉県内のボランテ

ィアセンター関係者 

約 60

名 

142 5-5 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

講師派遣 

奈良市老人福祉施

設連絡協議会主催

研修会で、「福祉施

設における災害対応

について」と題して講演 

1 月 11

日 

奈良市役

所 

同会会員の高齢者

施設などの職員及

び行政職員 

約 30

名 

143 5-5 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

講師派遣 

海外にルーツを持つ若

者とつくる、これからの

社会 

1 月 19

日 

日本福音

ルーテル東

京協会 

参加者 
約 30

名 

144 5-5 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

講師派遣 

蓮根まちの学校「板橋

区の水害を考える」学

習交流会で講演 

1 月 26

日 
東京都内 同会参加者 

約 60

名 
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整理 

番号 

定款 

条項 
事業区分 事業名 具体的な事業内容 

当該事

業の実

施日 

当該事業

の実施場

所 

受益対象者 

の範囲 
人数 

145 5-5 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

講師派遣 
県生涯学習交流シン

ポジウム 

2 月 9

日 

県西生涯

学習センタ

ー 

同会参加者 

約

200

名 

146 5-5 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

講師派遣 

鹿沼市社会福祉協

議会主催防災講座で

の講演 

2 月 16

日 

栃木県鹿

沼市内 

同講座に関心のあ

る市民 

約 60

名 

147 5-5 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

講師派遣 
自主防災に関する講

演 

2 月 17

日 
神栖市内 

神栖市内地縁組織

など 

約 60

名 

148 5-5 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

講師派遣 
お互い様復興を考え

る会 

2 月 21

日 
真備町 

真備町で復興に取

り組む方々 

約 20

名 

149 5-5 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

講師派遣 
防災に関する授業の

実施 

2 月 22

日 

石岡市立

北小学校 

同行児童及び教員

など 

約 20

名 

150 5-5 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

講師派遣 

「全国ボランティアコー

ディネーター研究集会

2019」の分科会「防

災からはじめるまちづく

り ～防災「みんなの

参加」を促すコーディネ

ーション～」で講演 

3 月 3

日 
大谷大学 同分科会参加者 

約 15

名 

151 5-6 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

情報収集 

介護研修などを受講。

また全国の先進事例

の視察。 

複 数 の

日程 
      

152 5-7 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

常総市国際交

流 サ ロ ン

「YOUKOSO!」 

常総市と連携し、外

国人ピアサポーターが

中心となり、隔月でサ

ロンを実施 

複 数 の

日程 

常総市役

所 

常総市に来て間も

ない外国人世帯、

外国人と交流したい

日本人など 

約 80

名 

153 5-7 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

多文化共生施

策に関する情

報収集 

「外国人集住都市会

議おおた 2018 ～外

国人材の受入れと多

文化共生社会の実現

～」に参加 

1 月 29

日 

群馬県太

田市内 
    

154 5-7 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

多文化共生施

策に関する情

報収集 

常総市職員とともに視

察 

7 月 24

日 

群馬県大

泉町 
    

155 5-7 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

はじめのいっぽ

保育園 
多文化保育の実践 随時 

えんがわハ

ウス 

外国につながる乳幼

児とその保護者 
  

156 5-7 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

外国人ピアサポ

ーター養成講

座 

生活相談対応を行う

ピアサポーターを養成 

複 数 の

日程 
常総市内 外国人 8 名 

157 5-7 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

講師派遣 

まちぽっと主催「海外

にルーツを持つ若者と

つくる、これからの日本

社会」に登壇 

1 月 19

日 

日本福音

ルーテル東

京教会 

同行事参加者 
約 40

名 
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整理 

番号 

定款 

条項 
事業区分 事業名 具体的な事業内容 

当該事

業の実

施日 

当該事業

の実施場

所 

受益対象者 

の範囲 
人数 

158 5-7 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

講師派遣 

坂東市観光協会主

催「海外からのお客様

おもてなし接遇セミナ

ー《入門編》」での講

演 

2 月 20

日 

坂東市役

所 

市内商店主の方、

今後開業予定の方

など 

約 30

名 

159 5-7 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

講師派遣 

SDGs 市民社会ネット

ワーク主催「だれひとり

とり残さない ～SDGs

が達成された世界を

実現するために～」で

の、「移住者の物語：

難民・技能実習生・

移民：災害時におけ

る多言語対応の課

題」と題した講演 

2 月 27

日 

聖心女子

大学 

SDGs の目標達成

に関心のある方 

約 60

名 

160 5-8 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

アフタースクール 

外国人児童生徒の

小・中学生へ宿題や

教科指導 

毎週土

曜 
常総市内 

在住外国人児童生

徒 
  

161 5-8 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

プレスクール 学習支援 
多 数 の

日程 

えんがわハ

ウス 

小学校就学前の外

国にルーツをもつ園

児 

  

162 5-8 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

はじめのいっぽア

カデミア 

学童保育、学習支

援、不登校支援 

毎週月

～金 

えんがわハ

ウス 

在住外国人児童生

徒 
  

163 5-8 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

外国人進路ガ

イダンス 

高校入試制度などを

通訳付きで説明する

同行事の開催 

複 数 の

日程 
茨城県内 

外国につながる児童

生徒とその保護者 

約 50

名 

164 5-8 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

外国人生徒の

キャリア支援円

卓会議 

愛知淑徳大学の小島

先生の卓話など 

2 月 14

日 

えんがわハ

ウス 

教育委員会関係者

など 
12 名 

165 5-8 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

外国人生徒の

キャリア支援円

卓会議 

  
6 月 11

日 

常総市石

下庁舎 

教育委員会関係者

など 

約 10

名 

166 5-8 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

夜間中学校設

立に向けた支

援 

松戸市の夜間中学校

に視察など 

複 数 の

日程 
      

167 5-8 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

講師派遣 

外国人児童生徒に対

応するためのワークショ

ップの実施 

7 月 6

日 

茨城県教

職員研修

センター 

日本語担当教員   

168 5-8 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

講師派遣 

「子どもの権利条約フ

ォーラム 2018 in とち

ぎフォーラム」での講演

及びプレフォーラムでの

講演 

10 月

21 日、

11 月 4

日 

栃木県小

山市内 
同行事参加者 

約 20

名 

169 5-9 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

グッジョブセンタ

ーみと 

中間的就労のための

職場開拓と就業体験

メニューの開発及び実

施、調整 

随時 
トモスみと4

階など 
ひきこもりがちな市民 

の べ

1,494

名 
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番号 

定款 

条項 
事業区分 事業名 具体的な事業内容 

当該事

業の実

施日 

当該事業

の実施場

所 

受益対象者 

の範囲 
人数 

170 5-9 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

いばらき若者サ

ポートステーショ

ン 

就労に関する個別相

談、講座開催、職場

体験コーディネート、職

場定着・ステップアップ

支援など 

随時 

茨城県労

働福祉会

館 

若年無業者 

相 談

件

数：の

べ

1,331

件 

171 5-9 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

茨城県ひきこも

り居場所づくり

普及推進事業 

茨城県から業務受託

し、居場所づくりに関

するセミナーを開催及

びそのための企画、調

整など 

複 数 の

日程 

県 北 、 県

南 

ひきこもりがちな市民

の居場所づくりに関

心のある NPO、社

会福祉協議会職

員、行政職員など 

のべ約

80 名 

172 5-9 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

視察対応 
グッジョブセンターみとの

活動事例紹介 

9 月 10

日 

グッジョブセ

ンターみと 

「ツナガルねっと」参

加者 

約 20

名 

173 5-9 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

生活訓練を兼

ねた交流会 
バーベキュー 

8 月 30

日 

涸沼自然

公園 
ひきこもりがちな市民 

約 10

名 

174 5-9 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

とらい運営支援 
監事としての監査、総

会への出席 

複 数 の

日程 
とらい NPO法人 とらい   

175 5-9 

①セーフテ

ィネットのイ

ンキュベー

ション事業 

第 3 回地域円

卓会議「『困り

ごと』がつくり出

すまちおこし」 

同行事の開催 

複 数 の

日 程

（11月

6 日開

催） 

トモスみと 

行政職員、社会福

祉協議会職員など

ひきこもり支援に関

心のある方など 

約 50

名 

 

※ その他の事業は実施しなかった。 
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会務に関する報告 

 

種類 回 日時 場所 出席者数 議決事項 

通常

総会 
 

5月 19日（土）

午後 1時～3時

半 

トモスみとビ

ル 3 階 セ

ミナーホール 

130名（出席者

26 名、表決委

任者 96 名、書

面表決者 8名） 

1. 2017年度事業報告の承認を求める件 

2. 2017年度活動決算の承認を求める件 

3. 定款変更（案）の承認を求める件 

4. 2018年度事業計画（案）の承認を求める件 

5. 2018年度活動予算（案）の承認を求める件 

6. 2019年度事業計画（案）の承認を求める件 

7. 2019年度活動予算（案）の承認を求める件 

8. 役員の選任並びに承認を求める件 

理 

 

 

事 

 

 

会 

第

1

回 

4月 23日（日） 

コモンズ大工

町事務所前の

共有スペース 

7 名（出席者 7

名） 

【協議事項】 

1. 2018年度事業計画案及び予算案の協議 

2. 定款変更案の協議 

3. 役員変更案の協議 

第

2

回 

7月 16日（祝） 

本部事務所前

の共有スペー

ス 

6 名（出席者 6

名） 

【報告事項】 

1. 2018年度事業進捗状況の報告 

2. 財務状況の報告 

【協議事項】 

3. 平成 30年度 7月豪雨の被災者支援活動の方向性

の協議 

4. 設立 20周年記念行事の方向性の協議 

第

3

回 

2月 4日（月）

午後 6時～8時 

コモンズ大工

町事務所前の

共有スペース 

8 名（出席者 8

名） 

【報告事項】 

1. 常総関連事業の進捗状況の報告及び今後の方向

性の検討 

2. 水戸関連事業の進捗状況の報告 

3. 財務状況の報告 

【協議事項】 

1. 運営体制のあり方の協議 

第

4

回 

3月 1日（金）

午後 6時～9時 

6 名（出席者 6

名） 

【報告及び審議事項】 

1. 水戸関連事業の資金繰り及び借入金返済状況の

報告及び審議 

2. 2019年度事業予算の方向性の報告 

3. 常総市内の従たる事務所移転の審議 

4. 役員体制のあり方の審議 

5. 2019 年度第 1 回理事会開催日及び 2019 年度通

常総会候補日の審議 
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 会員数内訳  

 

  

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 

個人 団体 合計 
前年

比 
個人 団体 合計 

前年

比 
個人 団体 合計 

前年

比 
個人 団体 合計 

前年

比 

正会員 94 78 172 - 6 96 87 183 ＋9 105 89 194 +11 111 89 200 +6 

賛助会員 14 8 22 0 14 7 21 -1 13 8 21 0 12 8 20 -1 

購読会員 4 1 5 - 1 7 1 8 ＋3 6 1 7 -1 6 1 7 0 

合計 112 87 199 - 7 117 95 212 ＋13 124 98 222 +10 129 98 227 +5 

 

個人正会員（50音順・敬称略） 

相原 正夫 

青木 高志 

赤津 一徳 

赤津 多佳子 

安久 正倫 

飯塚 祐己 

飯村 研介 

池田 幸也 

伊関 望 

石関 宏子 

石堀 光正 

市毛 尚美 

市毛 三弥子 

岩田 竜一 

内田 真 

江﨑 礼子 

遠藤 理沙 

大内 節子 

大里 千恵子 

大高 はづき 

大塚 朋子 

大野 覚 

小川 直美 

奥平 基雄 

小田 佳津子 

小貫 由美 

小幡  登 

小原 瑛平 

梶山 瑞江 

方喰 英幸 

神長 康典 

仮屋 茂 

菊池 克幸 

菊池 康弘 

木村 晴美 

木村 ひとみ 

木本 一颯 

清山 玲 

栗原 とし子 

国分 エミ 

小鷹 美代子 

後藤 岳志 

後藤 真紀夫 

小松﨑登美子 

古山 均 

斎藤 義則 

坂井 寿栄子 

桜庭 紀久子 

佐藤 伸 

澤幡 博子 

塩原 慶子 

渋谷 暁享 

清水 悦子 

生頭 寛子 

鈴木 博久 

鈴木 雅弘 

須藤 文彦 

関口 敦男 

関根 一紀 

瀬谷 哲彦 

髙橋 かよ子 

竹内 優子 

竹中 紀博 

太刀川 友理 

帯刀 治 

田所 信幸 

田中 宣之 

田中 伸幸 

田中 玲子 

田邊 唯克 

塚本 勝美 

塚本 美和子 

恒川 敏江 

照山 興一 

富永 泰世 

仲井 祥子 

中島 晃士郎 

中原 淑美 

中原 雅美 

根本 久子 

野原 藤男 

萩谷 慎一 

橋本 てるみ 

蓮見 孝 

塙 茂 

羽生 健宏 

番場 みち子 

福士 敏夫 

福田 信一 

福田 義輝 

福地 伸 

藤井 康彦 

藤久保 幸 

藤沼 良夫 

古山 みのり 

本田 秀樹 

町田 栄子 

松尾 由美子 

松原 卓朗 

室 龍太郎 

森 良 

森木 孝司 

森下 松寿 

柳橋 剛 

矢野 正広 

横田 能洋 

米田 佐知子 

六反田 和江 

渡辺 陵司 

和田 宏 

 

団体正会員（順不同・敬称略）
認定 NPO 法人 いばらき子どもの虐

待防止ネットワークあい 

認定 NPO 法人市民活動センター神

戸 

認定 NPO 法人 リヴォルヴ学校教育

研究所 

NPO 法人 HSE リスク・シーキュー

ブ 

NPO法人 kosodateはぐはぐ 

NPO法人 M・I・T・O21 

NPO法人 MANNA 

NPO法人 NPOこすもす 

NPO法人 NPO消費者相談室 

NPO法人 SMSC 

NPO法人 あすかユーアイネット 

NPO法人 あすなろ会 

NPO法人 アセンブル 

NPO法人 あゆみ 

NPO法人 育泳会 

NPO法人 茨城 YMCA 

NPO 法人 茨城県あすなろの郷手を

つなぐ育成会 

NPO 法人 茨城県精神障害地域ケア

ー研究会 

NPO法人 茨城自立支援センター 

NPO法人 ウィラブ北茨城 

NPO法人 うしく里山の会 

NPO法人 エコ・グリーンいばらき 

NPO法人 大洗海の大学 

NPO法人 おおぞら 

NPO法人 オンリーワン 

NPO法人 かしま遊休地活用クラブ 

NPO法人 かしま楽園倶楽部 

NPO法人 こが里山を守る会 

NPO 法人 古河市障害児（者）支援

の会 希望 

NPO 法人 子どもの造形美術と学び

を考える会 

NPO法人 災害ボランティアネット 

NPO 法人 里山再生と食の安全を考

える会 

NPO法人 宍塚の自然と歴史の会 

NPO法人 自然生クラブ 

NPO 法人 ファミリートランポリン

クラブ 

NPO法人 スリーアール茨城 

NPO 法人 生活支援ネットワーク・

介護セブン 

NPO 法人 生活支援ネットワークこ

もれび 

NPO 法人 青少年の自立を支える会

シオン 

NPO法人 セカンドリーグ茨城 

NPO法人 大好きかすみがうら 

NPO法人 たすけあいネット民の会 

NPO法人 たんたん 

NPO 法人 つくばアーバンガーデニ

ング 

NPO法人 とらい 

NPO法人 ドリームたんぽぽ 

NPO 法人 とりで西部ふれあいクラ

ブ 

NPO法人 なごみ 

NPO法人 並木会 

NPO 法人 なめがたふれあいスポー

ツクラブ 

NPO法人 ナルク水戸 

NPO 法人 認知症介護家族の会うさ

ぎ 

NPO法人 農業支援センター 

NPO法人 発達支援グループ風の子 

NPO法人 はつらつ会 
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NPO法人 ビスターリさとみ会 

NPO法人 ひたち親子の広場 

NPO法人 ひと・まちねっとわーく 

NPO法人 ひまわり 

NPO法人 ふくろう 

NPO法人 ふれあい 

NPO法人 ふれあい坂下 

NPO法人 ベル・サポート 

NPO法人 ぽこりっと 

NPO法人 まごころねっとわーく 

NPO法人 まちづくり市民会議 

NPO法人 ままとーん 

NPO 法人 水戸に精神障害者のくら

しを作る会 おらい水戸 

NPO法人 村松学童クラブ 

NPO法人 友愛会 

NPO法人 ユーアンドアイ 

NPO法人 結城まちづくり研究会 

NPO法人 よつ葉ナーサリー 

NPO法人 らぽーる朋 

NPO法人 リーブルの会 

NPO法人 れいめい 

一般社団法人 もりや子育てネット

ワーク ままもり 

NPO環～WA 

特別養護老人ホーム もみじ館 

社会福祉法人 ユーアイ村 

一般社団法人 茨城県経営者協会 

株式会社 アドバンスワーク 

勝田パークボウル（第一観光開発 株

式会社） 

だるま食品株式会社 

中央ろうきん 社会貢献基金 

日本労働組合総連合会 茨城県連合

会 

茨城県生活協同組合連合会 

いばらきコープ 生活協同組合 

生活協同組合 パルシステム茨城 栃

木 

 

個人賛助会員（50音順・敬称略）
飯田 恭之 

和泉 孝 

井田 米子 

榎田 よしみ 

江本 里子 

土崎 雄祐 

徳田 太郎 

中村 英一 

平野  聡 

藤原  忠弘 

松本 治郎 

吉澤 昇 

 

団体賛助会員（順不同・敬称略） 

NPO法人 くらし協同館なかよし 

NPO法人 市民支援センターともべ 

NPO法人 取手市手をつなぐ育成会 

NPO法人 ニューライフカシマ２１ 

NPO法人 ふれあい潮来 

NPO法人 らしん盤 

株式会社 アプリシエイト 

有限会社 つくばインキュベーショ

ンラボ 

 

団体賛助会員（順不同・敬称略） 

NPO法人 くらし協同館なかよし 

NPO法人 市民支援センターともべ 

NPO法人 取手市手をつなぐ育成会 

NPO法人 ニューライフカシマ 21 

NPO法人 ふれあい潮来 

NPO法人 らしん盤 

株式会社 アプリシエイト 

有限会社 つくばインキュベーショ

ンラボ 

 

購読会員（順不同・敬称略） 

落合 幸 

小泉 力夫 

富山 久司 

根本 真嗣 

山上 弘明 

山上 真弓 

NPO 法人  つくば環境  

フォーラム 

 

団体からの助成金及びご寄付（順不同・敬称略） 

公益財団法人 トヨタ財団 

公益財団法人 ベネッセこども基金 

NPO 法人 市民のための健康・医療

ネットワーク 

NPO法人 ベル・サポート 

NPO法人 サラダボール 

茨城県生活協同組合連合会 

茨城県農業協同組合中央会 

全国農業協同組合連合会茨城県本部 

全国共済農業協同組合連合会茨城県

本部 

茨城県厚生農業協同組合連合会 

茨城県酪農業協同組合連合会 

茨城県畜産農業協同組合連合会 

よつ葉生活協同組合 

水戸農業協同組合  

常陸農業協同組合 

しおさい農業協同組合  

なめがた農業協同組合  

茨城かすみ農業協同組合  

竜ヶ崎農業協同組合  

茨城みなみ農業協同組合  

土浦農業協同組合  

北つくば農業協同組合  

常総ひかり農業協同組合  

茨城むつみ農業協同組合  

岩井農業協同組合 

いばらきコープ 生活協同組合 

生活協同組合 パルシステム茨城 栃

木 

一般社団法人 茨城県経営者協会 

茨城乳配 株式会社 

株式会社 ギルドセキュリティ 

株式会社 スケッチ 

積水化成品工業 株式会社 

株式会社 リバティフーズ 

有限会社 白石製作所 

茨城県生命保険協会 

花王ハートポケット倶楽部 

一般社団法人 茨城県労働者福祉協

議会 

一般財団法人 茨城県労働者福祉基

金協会 

チャレンジいばらき県民運動 

えほんやなずな 

宗教法人 真如苑 

 

ご支援、誠にありがとうございました。2019年度も引き続きご支援お願いします。 
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